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by
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Theaim ofthispaperistodescribebrieRyandtentativelythephonemic
andgrammaticalstructuresoftheLahu Shilanguage,gathered,usingthe
Burmeselanguage,from aladyinformantlivinginaChristianLahuvillage
ataNikhom nearMae°han,northernThailandduringthepresentwriter'S
fieldtripin1964.

Linguistically,LahuShュisclearly divergentfrom theotherLahu lan一
guages,LahuNa,LahuNi,onthephonological,grammaticalandlexicallevels.
Asregardsthesegmentalphonemes,thedistinctionbetweenvelarandpost-
velarstopsreportedby MatisoffintheLahu NaofChiang Maiprovinceis

notmaintainedintheLahuShilanguageinquestion.
Thisdialectshowsasimplephonemic system,having 23singlecon-

sonants:/kkhgpphbtthdtstshdzsfhzv苫gm n?1/,8vowelsof
twoseries:oralandlaryngealized:/ieE 苫au0 〇/(1aryngealized)and/ih

eheh Yh ah uh oh ?h/(oral)and5tonemes:highlevel,mid level,low
level,risingandfalling. Theglidingtonemes,risingandfalling,arerealized

asahighrisingora high falling tonerespectivelyin laryngealizedvowels
(characterizedbylaryngealizationorglottalization),butasalow risingora
low fallingtoneinoralvowels.

SyllablestructureisalwaysCV orCVV with atoneme.Noconsonant

clusteroccursattheinitialposition,whileasyllablehasnoglottalstopending.
A wordmayconsistofonetofourmorphemes. Bi-morphemicwordsare

mostfrequent.
Wordsoftheaction-stateclasscaneasilybedistinguishedfromitsaccompa-

nimentby abound morphemeve(VP).Wordsrefertoobjectsarepre丘Ⅹed
byaboundmorpheme?ah-or?Sh-(NP).

Tonalchangeoccursquitefrequently:asequenceoftwohightonesresults
inthatoflow andhightones.Thelanguageseemstobefollowingthesimilar
processofchanging from a syllabic-tone type toaquasiword-tonetypeas
seenintheAkhalanguage,althoughthelatterhasmoreclearlyafeatureof

stress.(SeeT.Nishida,"A preliminaryreportontheAkhalanguage,"Studio
Phonologica,IV 1965/66.)

*京都大学文学部
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西 田 :ラフ ･シ語の研究

ま え が き

1964年の秋,わた くLは,チ ェンライ県 メ-チャン郡,セ ン ･チ ャーイにある Nikhom に滞

在 して,その近辺の山地民の言葉を調査 した｡ この Nikhom の管轄内には,アカ族, ラフ ･シ

族,ヤオ族などがいた｡わた くLは,アカ語の調査からは じめたが,その調査が一段落ついた

11月の終 り頃から (Tr:jlA'lI'=:には11月20｢lから,12月17口まで) ラフ ･シ底の言葉の調査にとりか

かった ｡

ここで発表するのは,そのときに調査 した ラフ ･シ言吾についての予備的な報告である｡本柄

は ラフ ･シ語の音素構造および文法体系の概略を記述す ることを 目標にしている｡1)

Ⅰ ラフ族の分布地域 と従来の研究

1. ラフ族の分布地域は, リス族,アカ族 と同 じようにかな り広い範囲におよんでいる｡まず

本拠地 と考え得 る中国雲南省 の酉郡 (潤槍江 と怒江の問)か らビルマ国境地帯にかけて, も

っとも多 くの ラフ族がい る｡ この地域か ら,西 と南に下 って ビルマの シャン州の西部および

東部の地域,そ して ラオスの西北部か らタイ国北部のチェンライ県,チェンマイ県, クーク

県にラフ族は点在す る｡2) したがって現在わかっている限 り, ラフ族の分布地域を大別する

と,つぎの四つになる｡3)

A 中国雲南省

a 潤槍柁両族 自治区 b 孟連倭 ･投前古･倖瓦族 自治区, C 秋馬 ･俸･倖瓦族

自治区

B ビルマ ･シャン州

a 北部 シャ ン州 モ ン ･ル ンの東部 b 南部 シャ ン州 ケ ン トゥ- ン周辺

C ラオス酉北部

a ナムタ県 b ムオ ン ･シー ン

D タイ国北部の諸県

a チェンライ県 メースワイ周辺 b チェンマイ県 チェンダオ周辺 C タ

1) この調査に多くの援助を与えて下ったタイ国学術研究会議ならびに内務省とくに Nikhom の方々に

深く感謝しなければならない｡わたくしの今回の言語調査については,つぎの拙稿をみられたい｡西

田龍雄 ｢タイ国北部の言語調査について｣『東南アジア研究』3巻 3号,｢アカ語の音素体系- タイ

同北部における山地民アカ族の言語の記述的研究｣『音声科学研究』IV1965/66,｢ビス語の研究｣打つ東

南アジア研究し]4巻1号,｢リス語の研究｣『東南アジア研究』5巷2号など｡

2) F.M.LebarG･C･HickeyandI.K.Musgrave,EthnicgroupsofmainlandSoutheastAsia,
HRAF.1964･p･30参照｡

3) この分類は,便宜的なものとしてかりに掲げたものであって,今の段階では厳密な分類はできない｡

桂満希郎 ｢ラフ･ナ語の音素体系｣ 『東南アジア研究』 6巻 3号にも同様な分類がなされ,分布図が

あげられているから (p.131)ここでは分布図は省略するQ

3



東南アジア研究 7巻 1号

-ク県 タ-ク周辺4)

ラフ族の分布は, このように中国, ビルマ, ラオス, タイの四カ国にまたがる広い地域にわ

たっているために,それ らの部族間の言葉 もかなり大き く相違 していることは十分に予測でき

る｡ しか しこれ らの地域のラフ語で調査されていない言葉のほうが圧倒的に多いために, この

予測を全般にわたって確証す ることは,いまの段階では不可能に近い｡普通 ラフ族は,女性の

服装の色から,黒 ラフ族 (LahuNa),赤 ラフ族 (LahuNi),黄 ラフ族 (LahuShi),シェレ-

ラフ族(LahllShehleh)の4部族に大別され る｡ この分類は,各部族の 自称 とも概略一致する

が,言葉の面か らは必ず しも妥当ではな く,なお検討が必要である｡5) たとえば, タ-ク県の

ラフ族は, ラフ ･ナ族 と称 しているにもかかわ らず,ケ ン ･トゥ- ンのラフ ･ナ族,チェンダ

オの ラフ ･ナ族の言葉 とは音素体系で著 しく異なっている｡チェンダオのラフ ･ナ語は,クー

ク県のラフ ･ナ語よりも,む しろここで報告するラフ ･シ語のほうにより近い｡

それぞれの分布地域の内部で, ラフ ･ナ語, ラフ ･-語, ラフ ･シ語, ラフ ･シェレ一語の

下位分布の状況がはたしてどのようであるのかは,いまの段階では,あまりよ くわからない｡

2. ラフ語 についての 報告は,これまでに い く種類 かあった｡た と え ば Prince Henri

d'Orleansの旅行記 DuTonkinauklndes(Paris:1898),その英訳 FromTonkintoIndia

(London:1898)に, ほかの少数部族の言葉 と並んで掲載 されたわずかの語乗,またそれから

引用 した G.A.Scottの GazetieerofUpperBurmaandtheShamStates,pt.1.vol.1

(Rangoon:1900)に含まれる250語ほどの語乗.Daviesの Yかnnan(Cambridge:1909)につけら

れた160語ほどの語柔,J･Monpeyatの NotesCurlesMousseuxdeZaProvincedeMuong-

sing(Haut-Laosoccidental)(R.Ⅰ.n.S.4.:1905)の報告に提供された少数の語棄などは,言

語学の目的のためには使えない｡

既発表の資料の中で, 声調表記を ともなった信頼できる研究には, まず J.H.Telfordの

"HandbookoftheI,ahu(Muhso)LanguageandEnglish-LahuDict."(Rangoon:1938)

があった｡ この書物はビルマ ･シャン州ケ ントゥ- ン周辺のラフ ･ナ語すなわちラフ族の共通

語を実用的な目的をもって記述 したものである｡∫.H.Telfordは, 長 くビルマに滞在 して,

4) ラフ族の人口は正確にはわからないが,Lebarの上掲書には, つぎの数字があげられている｡ 中国

のラフ族139,000(1953年の中国の統計にしたがう),ビルマのラフ族66,000,ラオスのラフ族2,000,
タイ国のラフ族は119部落に15,000人いる (Youngによる)｡そして全人口は20万を上回るだろうと

いう｡
Hapo,qhlBocTOtTHO放A3Ⅰ川 (1965mocIくBa)でも,同じく53年の中国の統計にしたがって,中国の

ラフ族を139,000としているが (p.32), Hapozlu IOro-BocTOtIHOiiA31川 (1966爪ocKBa)では19
65年の統計によるとして,ビルマのラフ族40万,タイのラフ族15万,ベ トナムのラフ族3万(ラオスの

誤り?)言｢58万の数字をあげている(p.17)｡タイ国のラフ族については,Dr.Hanks,Ⅰ.Sharp,"A
reportontribalpeoplesinChiengraiprovince,NorthoftheMacRokriver,"TheSiam
Society,Bangkok,1964に部落数,世帯数の詳しい数字が報告されている｡

5) ラフ語ナ方言,シ方言というのが正しいであろうけれども慣例にしたがい,ラフ･ナ語,ラフ･シ語
と呼ぶことにする｡
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西 田 :ラフ ･シ言吾の研究

ローマ字によるラフ語の正書法 (Standardorthography)を発案 し, それを もって 新約聖書

を翻訳 した (これには声調表記をあたえてい ない｡ TheNew TestamentinLahuAmerican

BaptistForeignMissionSociety.Rangoon:1949)06)

Bの地域の うち, ケ ン トソー ン周辺の ラフ ･ナ語は, Telford のこの 書物の おかげで大体

をつかむことができる｡そのあと,1967年になって,どこのラフ語であるかは明記されていな

いが, ビルマ地域の ラフ語の音素体系が RobbinsBurling によって記述された (良.Burling

ProtoLo70-Burmese.IJAL vol.33,No.1) 07)

しか しAの地域の ラフ語は,断片的な引例にとどまって,未だまとまった報告は発表されて

おらず8),Cの地域で話 され るラフ語 にいたっては, 分布地域の詳細 さえ も明 らかではないの

が現状である｡

このような状勢の中で, Dの地域の ラフ語は 数人の言語学者によって 最近調査 され/ほ じy)

た ｡9)

すでに発表 された研究の中では, J･A･Matisoff の学位論文 A GrammaroftheLahu

Language(1967)が もっともととのっているolO) これは著者が1965年 2月か ら禦.年 3月まで,

チュンマイ県 チェンダオにて, ラフ ･ナ言吾を対象 として行なった言語調査の くわ しい成果であ

るoll'その文法記述を部分的に発 霞させた数編の論稿 も,その後関係者に配布 されている012)

このようにラフ ･ナ語は,多 くの研究者 によって とりあげられたけれども13',残 りの 3部族

ラフ ･ニ語, ラフ ･シ語, ラフ ･シェレ一語は,どの地域の部族に関 して も,末だ報告されて

いない｡

3. タイ国山地民の問では, ラフ語が共通語 として使われている｡ これは ラフ語が覚え易 く

6) 聖書のラフ語訳には その後, PaulLewis訳が出版されている｡ British and Foreign Bible
Society,London,1962(未見)｡

7) R.Burlingの ProtoLolo･Burmeseについては,拙稿 ｢ロロ･ビルマ語比較研究における問題｣
『東南アジア研究』 6巻4号をみられたい｡

8) 中国のラフをもっとも多く引例している論文として, 胡坦,戴床屋 ｢喰尼語元音的松緊｣『中国語

文』1964,北京｡

9) Rev.LarryM･Peet,"TowardsamoreLoquaciousLahu,"OverseasMissionaryFellowship,
Chiengmai,1964 (mimeographed).タイ国のラフ･ナ語を対象とした実用的な書物であるらしい

(未見)0

10) UniversityofCalifornia,Berkeley.Ph.D.1967.UniversityMicrofilms,Inc.AnnArbor,
Michigan.

ll) Matisoffは主にチェンダオ近くの三つの部落のラフ･ナ語を調査した｡ 1)HueyTadチェンマイ
から北方約65キロ｡ 2)Pahsu,HueyTadよりさらに山地を3時間ばかりのぼった部落｡ これは

HueyTadの支族の部落である｡3)Shatudeuチェンマイから北方120キロ Farngを越えてビル
マ国境に近い部落｡

12) GlottalDissimilation and the Lahu High-Rising Tone:a Tonogenetic Case-study

(mimeographed),Verb Concatenation in Lahu:the syntax andsemanticsofsimple
juxtaposition(mimeographed).

13) 最近では桂満希郎がメ-サーイのラフ･ナ語を調査している｡上掲 『東南アジア研究』6巻3号｡
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話し易いという理由のほかに,ラフ語 自体に多 くの変種があるために,たとえほかの山地民が

うま くないラフ語を話 したにして も, とくに奇異に感 じないゆえであろうと思 う｡

これ らの言葉が,いままでよ く記録されなかったのは,第 1にその言葉を話す部族が,交通

路から離れた山地部落に住んでいたことと,言葉 自体の体系が相当に扱い難かったことによっ

ている｡

この調査はビルマ語を媒介として行なった014) 当拍メ-チャンにいた (その後,メースワイ

に移住 した) ラフ ･シ族の-部落は,ビルマから移動 して来てまもない状態にあり,その共通

語 としてラフ ･シ語のほかに, ビルマ語 とシャン語を使 っていた｡タイ語は理解はしたが,請

さなかった｡質問に用いたビルマ語を,そのまま直訳的に置きかえることもあったが,調査は

短期間ながら順調にいった｡語桑約1,500,物語数編,文章約100を記録 した｡インフォーマン

トは既婚の若い女性になってもらった｡この人の経歴について詳細な点はわからないが,ラフ

･シ語のインフォーマ ントとしては悪 くはなかったと思っている｡15) その当時において,どの

研究者 も,この言葉を調査 していなかった｡わた くしの集めたラフ ･シ語の資料は多 くはない

けれども,その点では価値をもっていると思 う｡

4. 本稿は,さきに発表 した ｢リス語の研究｣ と概略同 じ構成をとっている｡わた くしのも

つロロ ･ビルマ共通態の設定を目標とする構想の第 3の段階, ロ口語系 1の解明のためには,

その予備的な段階として,各々の言葉の記述がどうしても必要であった｡わた くLは前稿 ｢リ

ス語の比較研究｣においても, ラフ ･シ語, ラフ ･ナ語 (タ-ク)を引例 したが,未だその体

系を提出していなかった｡本稿でそれを補いたい｡

Ⅲ ラ フ ･シ 語 の 音 素 体 系

つぎに,メ-チャンで話されたラフ ･シ語の音素体系を記述するOこの言葉 もリス語 と共通

した性格をもっている｡

1. ラフ ･シ語の一形態素は,大部分が単音節であり,-音節は一種の トネームをともなった

CV または CVn形式 (-Vnは nasalizedvocoids)をなしていて, それ以外の結合形式はな

い｡ラフ ･シ語の単純単語は,-形態素あるいはそれ以上の連続形式をとり,実際には 2形態

素から成 る単語が圧倒的に多いから,発話の最小単位は,閉 じたつながり関係にある CV･CV

形式または CVn･CV 形式をとるのがもっとも多い｡

まず, 同系統の言葉に対 して, ラフ ･シ語の音素体系がもっている特徴をつぎに列挙 しよ

う｡16)

14) 調査の状況については拙文 ｢タイ国北部の言語調査について｣を見られたい｡

15) わたくしのインフォーマントはすでにタイ国にはいないとのことである (桂氏の報告による)｡
16) これは比較言語学的な意図ではなく,言語類型的に見た意見である｡上掲拙稿 ｢ロロ･ビルマ語比較

研究における問題｣p.206以下を見られたい｡

6



西 門 :ラフ ･シ語の研究

1) 音節はすべて母音音素に終わる開音節であり,閉鎖音に終わる閉音節はない｡ CVnで表

記 した -Vnは音声学的には,鼻音化母音にあたる｡ (cf.p.17-)

2) 子音音素の体系には,voicelessの系列 と,voicedの系列の対立がある｡そ して voiceless

の系列には aspirated と unaspiratedの対立がある｡

3) 音節初頭に子音結合はあらわれない｡

4) 母音音素の体系には,普通母音に対立する緊喉母fl,J･(喉頭を緊張させて発出する廿晋)uj

系列がある｡(cf.p.16-)

5) 普通母音の音節がとる トネームの種類 と緊喉付音の音節がとる トネームの種類 とは市捜 し

た分配関係を示す｡(cf.p.7)

6) 緊喉母音は,普通母音よりももちろんあらわれる頻度は少ないが,付着の性格 と初頭十音

の結合関係にとくに限定関係は認められない｡(cf.p.17)

7) ビルマ語から借用 された単語がかなり多 くあって,本来のラフ ･シ語の体系に新 しい特徴

を加えている｡たとえば CVn音節のタイプを作るなど｡(cf.p.18)

8) 一つの 音 素が, 環境で補い合 う関係にある変形 (allophone)を もつ ことがあるが, リス

語ほど若 しくはない｡(cf.p.13-14)

以下, これ らの特徴を音素体系全体の記述 と聞達 して,より具体的に説明 しよう｡

2. トネーム (声調)

1) 基本的 トネーム 5種

ラフ･シ語の トネームは,高平型,中平型,低平型の 1eveltonesと上昇型 と下降型の gliding

tonesを基本調 とする register-contourmixedtonesystem をとっている｡ そして,上に指

摘 したようにこの方言には,普通母音 と緊喉母音の 2系列があって,その対立 が トネーム型そ

れ自体 と トネーム型の分配関係に酎 かこ結びついている｡ トネームの基本的な対立関係は,つ

ぎの例から明 らかである｡

普通 (非緊喉)母音 緊 喉 用 音

1) 高平型 [ka:55Veill] "tohear"

2) 中平型 [ka:331a 35] "paper"

3) 低平型 [ka:llVe‡ll] "tobedumb"

4) 上昇型 [?〇6 31ka:13]"branch" 6) [?a6 33ka 35]Hwater"

5) 下降型 [ta:55ka:31] "trading" 7) [n旦 35kす 53] "crow"

ラフ ･シ語の母音音素の繋喉 ･非緊喉の性格 と, トー ン型のこのような分配関係は, ビス語

やアカ語 と離れて, リス語に近い｡ ラフ語 とリス語は, この点に関 して同 じ類型に属 してい

る｡
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ラフ ･シ語の緊喉母音 と非緊喉母音の差異を職能的な対立と認めるならば,緊喉母音がとる

トーンの型が,普通母音よりも少 し高い registerであっても,4)の [13]と 6)の [35],5)の

[31]と 7)の [53]は, それぞれ上昇型および下降型に該当する完全に補い合 う allotoneであ

るということができる｡leveltonesにはこのような変形がな くて,glidingtonesにのみ母音

の性格の違いが反映するのは,ラフ(シ)語の特徴である｡上昇型と下降型はつぎのようになる｡

glidingtone
[

普通母音 緊喉母音

rising [13] [35]

falling [31] [53]

したがって,ラフ ･シ語で意味の弁別をになう トーンすなわち トネーム (声調)は, 5種類

であると認めて差支えがない｡

ここで用いる トネームの表記法と,母音音素の 2系列の分配関係を示すとつぎのようになる

(母音の表記については母音音素の項で論じる p.16)0

普通母音 (非緊喉) 緊喉母音

1) 高 平 型 /kah-veh/ "tohear''

2) 中 平 型 /kah-1a/ "paper"

3) 低 平 型 /kah-veh/ 〃tobedumbM

4) 上 昇 型 /75h-kah/ "branch" /?ah-ka/"water〃

5) 下 降 型 /tahkah/ "trading" /n昌一ka/ "crow"

高平型が単独で発音される場合には,非常に高い平板型をとる｡

[ka:666]Hcar",[℃a:666]〃丘sh",[va:氏66]=bamboo''

ゆるい低昇型 [112] トーンも観察される｡ [?a6 55Su:6112]. しかし,それが発話の最後で高

平型にしたがう低平型 トーンの変型であることは [?a655Su:氏llni:55]"garlic"との対照から

す ぐに理解できる｡同じような例をあげよう｡

[?a6 55mi:丘 112]HBre":[?a6 55mi:氏 lltSei33k主:31]=kitchenけ

[?a6 55kU:氏 112]=head'':[?a丘 55kU:氏 llpi:6 55Vei3:1]〃tobelieve"

このようにラフ ･シ語の変調現象はかなり頻繁におこる｡

高平型+高平型の連続は,低平型+高平型の連続にかわる｡

[ts̀〇:氏 55] 〟person", [ts̀〇:丘 55 ha:丘 112] Hyoung man'', [ts̀〇:氏 llkh〇:丘 55] 〃thief〃,

[ts̀〇:氏ll5a:丘 55]"child'',[hE:丘 55 pi:氏 llkh355]"jungle",[hE:氏 llp̀1:55]Hfox'',[sE:a ll

haニ丘 55]Hgirdle",[ha:氏 llt̀〇:55]"trousers"

これ らの違 った環境 にあ らわれ る [ts̀〇:6 55] と [ts̀〇:丘 11],[hE:6 55] と [he:丘 11],

[sE:丘 55] と [sE:丘 11]は,それぞれ同一形態素の変型として扱 わ ざるを得ない｡単独 にあ ら

われる [ts̀〇:丘55] を根拠 として,高平型 トー ンをこの基本型と認めよう｡ もちろん,さきに
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掲げたように, ラフ ･シ語の 2音節の単語には,高平型一十低平型の連続 もある｡さらに例を追

加 す る と, [nu:丘 55pa:61 12] ‖0Ⅹ" , [p ì:6 55Sei 1 12 ] "louse" , [m 苫:丘 5 5 ki:丘 112] "star" e tc ･

があるが, 2音節単語で 中平型+中平型 の連続を もつ単語は極めて稀である.(筆者の質料で

は,[mei33首ei33]"goods",[d5u:丘 331u:月 33]"bell" の 2例に限 られ る)｡ したがって, ラ

フ ･シ語はやは りアカ語 と同 じように,音節高 トー ン体系か ら単語高 トー ンに移行 しつつある

言葉あるいはすでに移行 して しまった言葉であると考えてよいのではないだろうか｡17)いまの

段階で 2音節単語がとり得 る トー ンの連続関係の数は, 日本語のように少な くはないが,近い

将来 には,かな り限定された数に統合 され ることは十分に予測で きる｡[na:11k̀〇:且 55]"nose"

の [k̀〇:6 55] と [?〇6 31k̀〇:6 11]Hcavity"の [k̀っ:6 11] が,別の形態素 であるとは考え られ

ず, この<昇>を意味す る単語は,すでに低平型 ･高平型連続に固定 しているとみなさざるを

得ない｡

このことと関連 して [?a6-]には じまる単語の トー ンについて論 じよう. [?a6-]を第-形

態素 とす る単語の トー ン連続 には,いちお う四つのタイプを設定できる｡

i)高 ･低型,ii)低 ･高型,iii)中 ･降型,iv)中 ･昇型

i)[?a6 55kU:6 112] Hhead''[?a6 55mi:丘 112] 〟fire" [?a6 55Su:6 112] "onion"

[?a丘 55pi:氏 112]Hinsect"

ii)[?a丘 11PE:6 55]"bee" [?a丘 11Ze王55]Hmother" [?aalltS̀u:丘 55] "thorn"

[?a丘 11gE:6 55]"lance"

iii)[?a丘 33駆 53]…needle" [?a6 331隻53]"salt" [?a6 33PE:丘 31]"duck"

[?a6 33tSei31]‖eagle"

iv)[?aa33na 35]"gun"[?aa33Sを 35]"life,age" [?a丘 33na:6 13]"disease"

[?aa33tJ〇:丘 13]=umbrella''

この [?a6-]には じまる単語は,つぎに示 し得 るように,核形態素が平板型 トー ンであれば

[?a6-]が高平型または低平型にな り,核形態素が昇降型であると, [?a丘-]は中平型になったO

[先行形態素]

高 平 型

低 平 型

中 平 型

[核 形 態 素]

低 平 型

高 平 型

下降型 ･上昇型

筆者は概略この様式の成立を認めたい｡

[-veyl]に終わ る2形態素 (2音節)の単語にも同 じような変調現象があらわれ るが,トvei]

の トー ン型はかな り統合 されている｡

i)[-vev13:1] iv)[-ve‡ll]

17) 拙稿 ｢アカ語の音素体系｣『音声科学研究』Ⅳ p.6｡補注 1(p.39)参照
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i)[ts̀ち:6 33Vei3:1]

[h5:33Vei3:1]

[mE:33Vev13･.1]

ii)[pa:丘 55Ve王3･.1]

lh〇:氏 55Vei3:1]

[pi:6 55Ve‡3:1]

iii)[h〇:氏 llVei3:1]

[k̀a:6 llVe王31.1]

[p̀i:氏 llVei3:1]

iv)[d〇:6 31Veil:1]

[m〇:氏 31Ve‡l･.1]

lm!53Veill]

[1$53Veill]

Ⅴ)[kり 35Veill]

[ga 35Ve‡ll]

[1ei13Ve‡ll]

[trei 13Ve‡11]

東南アジア研究 7巻 1号

"tobesweet'' 中平型 -[3:1]

"todye"

"toberipe"

"tobethin" 高平型 -[3:1]

りtosellけ

りtoglVeけ

"tobehot" 低平型 -[3:1]

〃tocross''

〃tobeblueけ

りtodrink'' 下降型 -[1:1]

〟tosee″

りtobehungry"

HtolickM

"tospeak'' 上昇型 -[1:1]

"toplough''

"toplay"

"todrop"

トvevl]を第 2音節とする単語の トーン型の連続関係はつぎのようになるo

[核形態素] 高平型,中平型,低乎型 [従属形態素 -vei] 下降型

上昇型,下降型 低平型

この現象 も,やはりラフ ･シ語が単語高 トーン体系-向かった結果を示しており,その過程

において,[?a6-]の場合と同じように平板型 トーンと昇降型 トー ンが大きく区別されている,

ラフ ･シ語の トーン型については,なお検討すべき余地が多 く残されているが,基本的な性

格は,この変調現象を トーン連続関係の様式化の結果 としてとらえることによって明瞭にでき

るであろう｡

3. 子 音 音 素

ラフ ･シ語の子音音素 目録は,23種の単純音素から成 りたち,音素結合はない｡子音音素は

つぎのように分類できる｡

stops affricates fricatives nasals lateral

velar kkhg? h 苫 r)
labial pphb f v m

dental ttha tstshdz s z n 1
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西 田 :ラフ ･シ語 の研究

この手許音素を,統合昔 と非続合音の関係か ら分けると,つ ぎのようになる｡

統 合 音 1 t-p
I its-k

f

/＼

･つth-ph
i 1tsh-kh

//＼
Z~~~~- ~首

3 d- b

I i
dz- g

㌔/
111

非統合音 ? 1

筆者が ｢ロロ ･ビルマ語比較研究における問題｣ にあげた類型に したが うと, ラフ ･シ語

は,1-b),2-b),3-b),4-a)のタイプに属することになる｡

本稿のは じめに,この言葉の特徴 として,voiceless:voicedの対立 と asplrated:unaspirated

の対ir_があることを指摘 したOそれ らの対立は具体的には, velar,labial,dentalの各系列で

stopsと affricatesのいずれに もあらわれ, fricative には有声 :無声の対立のみが認め られ

る｡ しか し nasals と lateralにはそのいずれの対立 もおこらない｡この特徴を簡単な表にす

ると,つ ぎのようになる｡(十は対立があること,-は対立がないことを示す｡ リス語の特徴 と

比較されたい18))

[統合 ･非統合] [統 合] [統 合] [統 合] [非統合]

stops affricates fricatives nasals lateral

voiceless:voiced 十

unaspirated:asp. 一十

+

ラフ ･シ語の子音体系成j;r_の概略を言 うと,

i)stop:affricate:fricative:nasal:1ateralの調節法の対立

ii)velar:labial:dentalの調音点の対立

iii)voicelessI.VOicedの声帯振動有無の対:lr/-_

iv)unaspirated:aspiratedの気息量の対立

の四つが-巨亡､になって,その可能な組み合わせのなかに, 適宜すき間があたえ られていること

になる｡

この対立関係は, もっぱら音節の初亘酎こあ らわれて,末尾の位置には子音音素はたたない｡

タ-クの リス語 とは単純音素の数で違 っているが,これ らの特徴 自体は,まった く並行 してい

る｡

18) この特徴をアカ語,ビス語およびリス語と比べられたい｡ 拙稿 ｢アカ語の音素体系｣(p.10)｢リス
語の研究｣(p.55)｡ロロ･ビルマ系の言語では,voiceless:voicedの対立があるのとないのとで類

型的に大きい相違を示している｡この点ラフ語は,アカ語やリス語と類型的に近いことになる｡ しか
し系統的に考察した場合にはそうではない｡cf.｢ロロ･ビルマ語比較研究における問題｣(p.208-)

11



東南アジア研究 7巻 1号

つぎに,ラフ ･シ語の音声の性格と各音素の設定について述べたい｡

1) 無声無気閉鎖音 /kp t//?/

完全な閉鎖と破裂をもつ [k][p][t]が,たとえばつぎの単語で観察される｡

[ka:llp̀I:655]"Aoor'' [k尋35Vev111]Htobecoldけ

[pa:氏llta:i55]"rabbit'' [pa:丘55]〃frog"

[ta:氏33m妄35]=hammer'' [ta:丘13Veill]"tocarrywithapole"

[k][p][t]は同じ環境 [♯-a:]で対立するから,それぞれ 音素 /k p t/をたてる｡[p]

のほかに破擦音 [p車]が観察されるが, [p]は [可 母音と連続することがな く, [p+]は [7f]

とのみ連続するから,この両者は補い合う関係にあって, [p卓]は音素 /p/の変形 allophone

とみなせる｡

[ph:丘55Vei3:1]〃tocarryonone'sback''

[pk:丘55]〃worm'' [na:llp桓 35]"ear"

無声無気閉鎖音は,そのほか声門にもあらわれて,極めて弱い閉鎖と破裂 しかもたない [?]

が観察される｡とくに緊喉母音の前では,この声門閉鎖音ははっきり聞きとることができる｡

[?a丘 11k尋 35]"wate r" [?〇丘 31 bE:丘 11]"a cov er''

[?冒35Vei l l ] "topu lldown'' [?首 35 Veill]" to b end "

ラフ ･シ語では [?]は zeroとは対立 しない｡たとえば [?E:613Veill] 〃tobesmall" は

×[♯E:613Veill]とは対立 しないから, たとえ明瞭な声門閉鎖が な くとも,あるいは 閉鎖がま

った く起 こっていな くても,それを含む形態素を書きあらわすときには,構造的な特徴を示す

音素として /7/を表記上付加することができる｡これは構造的に見た単位の表現である｡

2) 無声出気閉鎖音 /kh ph th/

完全な閉鎖と度合の強 くない破裂をもつ無声出気音 [k̀][p̀][t̀]が観察される｡この出気

の気息は長 くない｡

[k̀a:氏33]Hcrossbow" [k̀a:丘55Ve王31]=tobebitter"

[p̀尋35Ve王11]パtospreadout" [p̀a:a55S̀a:13]〃religion"

[?〇631t̀a:氏31]"upside'' [?U:55t̀a:653]Hbefore"

同じ環境 [#-a:]で対立するこれらの音声には,音素 /khphth/をたてる｡このほかに,無

気音の場合と同じように,[pサ]があらわれる｡ [m妄35p̀手̀苫:丘11]Hface",[?〇631pせち:653]

"price",[tJ̀〇:丘55tu:氏llp̀卓'¥:氏55]"grave"｡

この [pせ]も [Y]母音の前に限って観察され,[可 と連続 しない [p̀]と補い合う関係に

あるから,[p̀] と [pサ]は一つの音素 /ph/の allophoneであるとみなせる｡

3) 有声無気閉鎖音 /gbd/

完全な閉鎖と破裂をもち,そして軟かい [g][b][d]が観察される｡
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[ga:氏llVev131]Htohelp"

[ba:氏llVev131]Htoshine"

[da:且31Vevlll]"tobegood''

西田 :ラフ ･シ語の研究

[g尋35Veill]Htoscratch"

[ba:丘55Vey131]"tojoke''

[da:氏31mi:a55]"torch"

同じ[♯-a]の環境で対立する [g][b][d]には,それぞれ音素 /gbd/をたてる｡

この /b/音素にあたる [b]の allophoneとして上掲 [p][p畑 [p̀][pサ] と並行して両

唇摩擦音をともなった [bp]が [¥]母音の前に限ってあらわれるoつぎの例がある｡

[bp!35Veill]"tobesatisfiedwithfood", [b匹:31Veill]"towrite"

4) 破擦音 /tstshdz/

破擦音には alveolar[tsts̀dz]と palato-alveolar[tJtJ̀d5]が, たとえばつぎの例で

観察される｡

[tsa:氏55Vev131]"toeat"

[tsち:33k妄35]"rubber"

[tJe:llVevlll]"tohide"

[?〇631tJei31]"aclan"

[t†〇:a33Vev131]"toturn''

ltlu:55VeI31]"todependon"

[ts̀a:631Veill]"tobedirty" [dza:633]〃very"

[ts̀ち:fi55Vei31]"towash"

[tJg:llmi55]"mortar"

[tJ̀ev131Ve‡ll]"tobite"

[tJ〇:氏55]"person"

[?aatJ̀u:55]"thorn"

[dz苫:丘31Vevlll]"totear"

ld5ev131 Vevlll]"tolend"

[d S〇:丘 13Vei ll]"todye"

[d 3u6 331u:6 33]"bell"

[dz]は [a]母音の前でやや口蓋音化する [dぞ]O

この例から明らかなように,この破擦音の 2系列は,連続する母音音素 との間に限定された

分配関係をもっていて,その分配関係を検討すると,[ts]系と [tJ]系の問に完全に補い合 う

関係が成立する｡

[i-1] [ei] [E] [a] [U ] [0芯] [〇] [7f]

[tsts̀ dz] + '

[tJtJ̀d5] 十 一 + + + +

したがって,これ らの音声には一種の系列の音素 /tstshdz/をたてれば十分である｡音素

/tstshdz/は [a][苫]母音と連続する環境においてのみ [ts][ts̀][dz]の形をとり,それ

以外の母音の前では硬口蓋音 [tJ][tJ'][d5]としてあらわれる0

5) 摩擦音 i)/sz/

摩擦音の第 1として,上述の [ts][tJ]などにあたる [S][Z][3]が観察される｡出気をと

もなった [S̀]もあるが,それは [S]と自由に交替す るo [S尋35Vevlll]～ [S̀尋35Veill]Htobe

rough"[S][Z]はいずれ も摩擦の持続部が長 く,-[ŜS][Z等]の形をとり, そのうえ口蓋化す

る傾向をもっている｡[5]はとくに摩擦が強 く,口蓋に著 しく接近 して調音されて [j]に近い

場合も多い｡

[?〇h31Sa:613] "flesh" [Z等尋53ni:氏11]〃today"
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lse;35Veil]] utobethirsty"

[sE:氏llle氏55] りthree"

[?〇631Su:612] "onion"

[Z買ei31Vei35] "bud"

[Z買E:631] "house"

[5u:631Veill] "totake"

[53:A31] "sheep"

[Z]と [3]は,連続する母音との問に, つぎのような分配関係をもって, 補い合う関係にた

っている｡ (十は自由交替を示す)

[i] [ei] [E] [a] [U] [0凸] [〇] [ち]

[Z] 十 一十 十

[3] + + (+) + +

J

そのうえ [qa] と [5a](たとえば "child")が自由交替をするから,[Z][5]には音素 /Z/

を,それに対 して,その無声音 /S/を設定する｡ラフ ･シ語のこの摩擦音の扱いは リス語ほど

厄介ではない｡

ii) 声門および軟口蓋摩擦音 /h苫/

[h]と [¥]が,たとえばつぎの単語で観察される｡

[ha:氏33] "rice丘eld"

[he:611Vev131] "tobehard"

[h〇:613Veill] 〃tosmell"

[hu13Vei11] 〃tostop"

[首a:611Vei3:1] "toget"

[苫E:a31] "abear"

[首〇:氏33Vev131] "tocount"

[開 53k̀E:A55] "thread"

ここで音素 /h首/を設定する作業には問題はない.

iii) 唇歯摩擦音 /∫v/

無声音 [f]とその有声音 [Ⅴ]が,つぎの単語で観察される｡

[fa35] "squirrel"

[fa35Vevlll] "toconceal"

[feillVei31]"tosend"

[fD̂35Veill] "towrapin''

[va:氏55] "bamboo"

[va:633Vey131] 〃tofindout"

lvev131] Hleech"

[Ⅴ〇:611Vei31] "tobebrigh t"

[f][Ⅴ]が連続する母音の種類は多 くはないが,[a][ei][〇]母音の前で,[f][Ⅴ]は明ら

かに対立するから, 2音素 /fv/を認める｡そのほかに摩擦の弱い両唇摩擦音 [W]があらわ

れる｡

[wu:13Pe∑31]"belly" [wu:13tu:611]"navel"

この [W]は [Ⅴ]と補い合う分配を示 していて,その関係を表にするとつぎのようになる｡

[i] [ei] [E] [a] [U] [oG] [〇] [首]

[Ⅴ] + +

lw]
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西 田 :ラフ ･シ言吾の研究

したがって,[W]は音素 /v/が [♯-U]の環境であらわれる変形 とみな して差支えがない｡

6) 鼻音 /um n/

標準的な有声鼻音 [U][m][n]がつぎの例で観察できるが,これにあたる無声鼻音は出て

来ない｡

[り] [りa:Li66]"fish",[鴨 35]"bird", [耶:丘33Vev131]"tobeshort"

[m] [ma:655Vev131]"tobemany", [Z浦 31m尋35Veill]"todream"

[mE:633Vev131]"toberipe川

[n] [na:655Vei31]"tolisten'' [n尋35Vev111]"tobeblack''

[nE:6 3 3Vei 31]Htoshake''

このほか [p]に対する [p+],[p̀]に対す る [pせ],[b]に対 す る [bp]と並行 して,[m]

に対 して [mv](正確には [mq])が [ち]母音 と連続する形式にのみあらわれるO

[mvち:氏66]"horse" [mvち:5JPhei55]"nigh t"

[mv苫:33Vei31]Htobetall'' [mvち:a31]"mushroom"

[mv]はあきらかに [♯-可 の環境に限ってあらわれる [m]の allophoneである｡

また [np] 鼻音が [Iti:611Vev131]Htolook"[mvち:655n,i:11]りsun"に認め られ るO この

[np]は [i]母音 と結合 する形式に 限 られ,それに対立する [ni:]形式は 出て 来ないか ら,

[叫]は [♯-i]の環境で作られる [n]の allophoneであるO した が って,ラフ ･シ語の鼻音

には /りmn/の 3音素をたてる｡

7) 側面音 /1/

摩擦のない有声歯茎側面音 [1]のみが観察される｡これは /?/とともに非統合音である｡

[?〇丘311E:655]"four" [lev1llVei31] "toplay"

[1〇:631Vevlll]"tobark". [1U:a31Veill]〃toenter''

これには音素 /1/をたてて問題はない｡

ラフ ･シ語には,子音音素結合は全 く認められない｡19)

19) インフォーマントが示した Lahualphabetに,以上の音素は,つぎのように該当する｡

k
k
c
tS
t
t

s
s
p
p
y
z

/

/

′/′

/

/

/

hk
kh
ch
tsh
ht
th
sh

s
hp
ph

r
x

′ノ

Z

g
g
.J
d
d
d

Z
Z
b

g' ng
首 g /

ny
n /
n

n /

m f

b m f /
1 v h

1 v h /
インフォーマントはrを [hara]とよんだが, Er]にはじまる形態素はラフ･シ語にはなかった.
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4. 母 音 音 素

母音音素に関して,メ-チャンのラフ ･シ語のもっとも大きい特徴は,すでに指摘 したごと

く,普通母音 と緊喉母音の 2系列の対立が認められることであり, しかもその母音の性格をと

もない得る トネームの種類の間に規則的な分配関係が成立する点にある.ただし,母音結合お

よび鼻音化母音には緊喉母音はない｡緊喉音は咽頭および喉頭をより緊張させて発出する母音

であり,雲南省の--語,ラフ語, リス語などに認められることがすでに報告されている｡タ

-クの リス語にも同種の対立があった｡

ラフ ･シ語には,つぎのような対立例がある｡

[?〇h31p̀尋35]"leafofthree" [ts尋35Ve‡ll]"tocontinue"

[p̀a:31Sa:丘12]"religion" [tsa:丘13Ve‡11]"toboil"

[m 妄 3 5 S主35]"eye" [1a53S尋35]"bag"

[?〇丘31Si:13]=fruitM [la53Sa:a13]〟righ thand"

これらの例から,ラフ ･シ語にも緊喉母音と非緊喉 (普通)母音二つの対立 した母音音素を

認めたい｡この2系列の対立は,主に昇降型 トーンにあらわれるから,この緊 喉性 を トネー

ムの性格に帰着させて, トネームを 5種類から7種類に増加 し,この対立を解 消す る こ と も

記述法として可能 で あ る｡20' しか し, [k̀妄:655]Hdish" :[?〇631k̀e:655] "excrement'',

[kEa55tJi:All] "arrow":[?〇丘31tヲi:11]"pillar"のように 平板型 トーンにも緊喉音があら

われることと, リス語などとの並行性から,ラフ ･シ語にも,この 2系列の対立を設定 した｡

この問題はなお検討すべきである｡ここでは,音素表記上,両系列を弁別するために,非緊喉

母音には /-h/をつけてあらわ した｡21)ラフ ･シ語の 母音音素 目録はつぎのようになる｡

非 緊 喉 ih eh Eh ちh ah uh oh 〇h

緊 喉 l e E 首 a u O 〇
これらの母音は全体がととのった 2+3+3の 8母音 システムをなしてい

I･ u
】＼ /l る｡
e一 首- 0

I I T これらの音素には,いろいろの環境においてつぎの 音声が該当するO/ih,i/
E- a- 〇

には [i][Ⅰ][i],/eh,e/には [eyIL/Eh,E/には [EL/苫h,ち/ には [Y] [血¥]

[叛],/ah,a/に は [a]lcl],/u/に は [u] [U],/oh,o/には [o][oG],/〇h,〇/には [〇]

がそれぞれあたる.このうち,/ih/と /苫h/について,説明を補足 しようo/ih/は /kg苫?/

と連 続 するとき,[i]の allophoneの [主]形をとる｡[tJu:丘13g主:631]"saliva",[m妄35がi:

631]"tear'',[?〇丘31写り:631]"sweat'',[首叫:631Veill] "tolaugh",[?i:11Vei31]"tobe

big"./Yh/は /dz/のあとで [鴇]あ るい は [晦]に聞こえる. [dぞ7g:丘31]は [d㌘血捕 31]ま

20) しかし,もしregisterの対立がなければ,音節高 トーンの弁別は5種類が限度であろう｡
21) この緊喉母音の系列を,-?をつけて表記することもできる｡
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たは [dzd古:丘31]であるo

これ らの母音は,すでに例示 したごとく,有声声門摩擦音 [丘]をともなって発出されること

が多い｡それは録音テープを逆に して聞 くと,たとえば [a丘]は [aa]～ [ha]となって,[Li]

または [h]を明瞭に聞きとることができる｡

つぎに 8母音の対立を示す例を左側にあげ,その右側に音素表記をつけた｡

[mi:655Vev131]"tosit"

[mevl:55Ve‡31]"totame"

[mE:氏55Ve‡31]"todisappear"

lm首33Vei31]"tobetall"22'

[ma:丘55Vei31]"tobemany"

[k̀a:llmu:丘55]"bread"

[mo6.31]～ [moa31]"cloud"

[m〇:631Vevlll]"tosee"

/mih-veh/

/m色h-veh/

/m主h-veh/

/mYh-veh/

/mah-veh/

/khahmhh/

/m6h/

/m3h-veh/

もちろん,母音音素 と子音音素の結合にはすき間がある｡普通母音の系列では,そのすき間

は規則だった ものではないが,緊喉母音の場合には,かなりのすき間が認められる｡たとえば,

わた くしの資料では,k-kh- と母音音素の結合閑係はつぎのようになる｡

/ih eh Eh 苫h ah uh oh 〇h/

/k/ + +

/kh/

/i e E

1

a u o 〇/

､. t､

ラフ ･シ語の全音節表を提出する必要がでて くるが,いまはこの間是削こふれないでお くO

そのほか鼻音化母音がつ ぎの例で観察される｡

[6～l] lv6i33]～ [vi33]"town"

[?〇631tJ̀e～i55]Hvegetable"

ld] [?〇631tWd11]=body"

[5] [h5:33me且11]"stone"

[mvち:a55h5:11]"wind"

[え] [?a丘331a:13]"flag"

[?さi55Vev131]Htolean"

[1Illhさi55Vei31]Htolearn"

[吉山主:31pu551d:13]"lake"

[su33t5:33Vev131]"topray''

[?a6 33 t∫s:31]Humbrella"

鼻音化母音があらわれるのは, ビルマ語からの借用語であることが多い｡そ して,この鼻音

22) これに対して [m〇:655Vei3月 "tobehigh"の形式も並存する｡
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化母音が普通母音と自由交替する形態素 も少な くない｡23) [pa:llka:丘55]〃jaw"は3度のうち

2度が [pa:llk畠:55]となった.同じようにつぎの例がある.

[?〇丘:311a:13] ～ [?〇6311え:13]Hhorsesaddle"

[?a:55Vei31] ～ [?畠:55Vei31]〃tosurprise"

[fcI:13Ve王] ～ [f5:13Veill]Htowrapinル

[sU:33] ～ [sd:33]"iron",[苫〇:氏33Ve‡31] ～ [85:33Vei31]"toread''

lh〇:55Vei31] ～ [h5:55Ve王31]Htodye''

-方では,普通母音と鼻音化母音は,はっきりと対立 している｡

[tJ5:llja:55]"student" [tJ̀〇:llja:55]…child"

[?〇丘:3115:33]"story'' [736:311〇:33]‖east"

したがって,共通する鼻音化現象を /n/音素に該当する単位とみなして,これらを /in,on,

〇n,an/によって表記する｡

母音音素結合 /aioe〇e/

ラフ ･シ語には,なお降り型 2重母音が観察される｡

[ai] [kai31VeT11]"togo"

[paillVei31]〃tofalldown''

[nai33Ve‡31]"tocure"

[a昌] [na:31Pa:ll1a芭13]〃sea''

[ma 芭 13] "mark"

[pa:llta‡55]"rabbit"

[k尋35fa‡35]〃match''

[1aY33tSull]"leopard"

[va芭33Vei31]〃tobefast"

[ロa芭33Vey131]"tobeeasy"

[ai][a芭]は,いずれもビルマ語,タイ語からの借用形式が多い (Bur.:pinle〃sea",ahma?

Hmark汀,N.Thai:kataaj〟rabbit",kafaj〃matchM)

この [ai]と [aさ]は対立する形態素をもたないから,一種の /ai/で表記することにする.

[o昌] [k̀a:33pO昌31]″all"

ltoさ35Ve‡11]〟tolightacandle"

[〇昌] [p〇岩55Vei31]"festival''(< Bur.pwe)

[k̀〇岩13Veill]"toenvy"

この二重母音は /o//〇/が /e//E/と結合 した単位と認めて,/oe//〇E/の母音結合をた

てる｡/〇E/は便宜的に /〇e/で表記する｡

また,つぎのような疑似的な二重母音がある.[haevei]りtobefoolish",[koevei]"to

return",[t〇eveyl]"togoout",[b〇evevl]"toberound"｡これらは,ある状態を示す形態素

トe｣ を挿入した複合形式であるから,それぞれ/ha-?e-ve//k0-7e-ve//t〇一?e-ve//b〇一?e-ve/

23) そのほか,後続鼻音によって [73631-]が同化され [75:3l-]となる例がある｡ I?5:31m7:55mall]
"wife",[531na13ma13]"youngersister''
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と表記する｡diminutivesufnxの モー?E)をともなう複合形式 [?〇丘 31b〇:E35] Hroomけ も同

じように /75h-b〇hJEh/と表記するO

以上の結果, ラフ ･シ語の母音体系は, 8種の普通母音 と8種の緊喉母音とそのほかに, 4

種の鼻音化母音 と3種の母音結合からなっていると言 うことができる024)

ラフ ･シ語には,長母音 と短母音の職能的な対立は全体 として成立 しないが,ただ緊喉母音

は非緊喉母音より短 く発音される一般的な現象は認められる｡

5. 以上 ラフ ･シ語の音素構造を トネーム,子音音素,母音音素の諸体系を中心にその特徴

を記述 した｡その記述は,原則的にすでに発表 した ｢ビス語の研究｣｢アカ語の音素体系｣およ

び ｢リス語の研究｣において試みた方法に したがっている｡解説にあたってそれ らの論文とか

な り重複 したところが出て来たが,統一 した方法を用いて,い くつかの言葉を記述することは,

その結果を比較対照 し,言語類型学的考察を加えるにあたって も,有用であるが,ことにビス

語,アカ語, リス語,ラフ語のように系統的に近い言葉においては,それぞれの言葉の詳純な

特徴点を知るうえで も,極めて有効であると思 う｡

Ⅲ ラフ ･シ語 (メーチ ャン)の文法体系

1. メーチャンのラフ ･シ語は,すでにまとまった報告のあるビルマのケン トゥン近辺に分

布するラフ ･ナ語やタイ国チェンマイ県 ドイ ･チェン ･ダオのラフ ･ナ語 とは,文法体系や語

柔形式に,細部の点でかなり相違がある｡つ ぎにラフ ･シ語の文法体系を簡略に記述する｡文

法体系および語棄形式の異同については,別論 ｢ラフ語比較文法｣にゆず りたい｡

2. ラフ ･シ語の単純単語は,一つまたは二つあるいはそれ以上の形態素の結合か らできて

いる｡その中で,二つ以上の形態素からなる単純単語が もっとも頻度が多いが,なかで も核形

態素 とそれに先行する 75h-または ?ah-の連続かあるいは核形態素 と それに付随する -veh

の連続である場合が もっとも多い｡

?5h- ?ah- -veh

?5h一mをh"beard" ?ah-kbh"head" Z合一veh"tosleep"

?5h-S孟 "flesh" ?ah一首6日nee dle" kdh-veh"tocry"

?Sh-zih"seed" ?ah-poh" sh irt" 15h-veh"tobark"

24) インフォーマントがあげた Lahualphabetに上述のラフ･シ語の母音音素 はつぎのように該当す
る｡
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aoを含む形式は,わたくしの資料にはない｡

eh /EEh/
uh/ち ぢh/
aw /〇〇h/

a /aab/
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これらの例から明らかなどとく,75h-または ?ah-を先行する単語は名辞表現であり,-veh

をともなう形式は,つねに動辞表現である｡同じ主核形態素が ?5b-または ?ah-を先行する

形式と -vehをともなう形式を共にもっている例ももちろん少な くはない｡

prefiⅩ十 核形態素 核形態素 核形態素 + sll托Ⅹ

?Sh首uh"egg'' 首uh 首uh-veh"tolayanegg"

?5hphs"group" ph6 ph6-veh"tocollect''

?5hv芭〃flower'' ve v昌一vehHtoblossomり

この形態がラフ ･シ語における単語構成法の基本的な特徴である｡この点 リス語 と極めてよ

く並行 している｡この pre丘Ⅹ+ 核形態素の名辞表現をいわゆる CognateObjectとして,そ

れに su氏Ⅹをともなう動辞 表現を結び付けた単語構成法 もあるo?Sh一首uh苫uh-veh"tolay

anegg",75h-v邑Ⅴ孟IVeh"toblossom"といい得る.同じように,?5h-liblib-veh"todoubt"

?Sh-kh5hkh5h-veh〃tobloom"などこの形態素連続はよく使われる｡

ラフ ･シ語には,いま一つ明瞭な単語構成法がある｡それは行為を表現する形式と,行為に

使 う道具を表現する形式の対立をあらわす手順である｡換言すると,動辞表現と,それに該当

する名辞表現<道具名詞>が形式のうえで弁別され,つぎのような productiveな手順で形成

される｡ラフ ･シ語には, リス語のような行為者を表現する形式がこれに加わらない｡

核形態素 + veh

行為動詞

ph色h-veh "tofan"

首5-veh 〃tooar''

si-veh =toeraseけ

thE-veh "todig"

1eh-veh "toplay"

核形態素 +tah

道具名詞

ph色h-tah "afan"

苫5-tah ″anoar〃

Sトtah 〟aneraserけ
′ヽ

thE-tah 〃shovel〃

1eh-tGh "toy"

ラフ ･シ語では,-tahをともなう形式には prefix?5h-は普通はつかない｡ この -tahを

ともなう単語 も,首5-tah苫5-veh"(舟を)こぐ',tsah-tnhtsah-veh"食べるべきものを食べ

る-食べる",ts孟h-tahtsah-veh"煮るべきものを煮る-煮る"のように連続する構成 もある｡

このあとの場合は,複合単語として扱ってよいであろう｡

ラフ ･シ語の複合形式は, リス語に比べてはっきりしていて,分析 し易い｡いま代表的なタ

イプをあげると,つぎのようになる｡

タイプ 1

両hNl"fish"+?Sh-mehN2"tail"- 頭h"l十mehN2"氏shtail"

タイプ 2

?ah-p台h"1Hbee"+一首Th"2日water''- peh"l十がh"2日honey"
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一首ih"water"は,?ah-k5日water"に対 して,つねに複合形式にあ らわ れ るocf･tsah+

苫ih"saliva''

タイプ 3

m3hN1-k〇hN2日mouthけ-ト 75h一首Th"3日skinけ- mSh"Lk〇h"2+苫ih"3日1ip''

タイプ 4

S音"i-ts£"2日treeり十?Sh一首ih"3-kか4日skinけ- S音"1-トがh"3-kか4日barkoftree〃

タイプ 5

mENl-sihN2日eye"十?Sh-yihN3-kaN4"skin"- mENl十kが4"eye-lid"

このほかにも,なお別のタイプは予測できるし,容易に分析 し難い複雑な校合形式 もある｡

m%hn孟S益がhdうh-veh"rainbow"は m%h/n云/S迂/がh/dSh-veh/と分析できて,日大

が渇き水を飲む''の意であることがわかるが,この n昌の意味が明瞭ではな く,/m音hn昌/と

すべきか /m言h/n孟/であるのか判断し難い｡ちなみに,モソ語では,"虹"は "大の舌が水を

飲む"とか "火の舌が水を飲む''という意味で表現されるC ラフ ･シ語と非常に近い｡

3. 等式文と叙述文- 肯定形式 ･否定形式 ･発問形式

ラフ ･シ語の文は, リス語などと同じように,等式文と叙述文に大別できる｡ この二つの文

のタイプは,それぞれ特有の否定形式をもつほかに,つぎの点で区別される｡等式文は基本的

には,二つの名辞表現から成 りたち,丁寧な発話では,その二つの名辞表現の間に休止がおか

れる｡叙述文は基本的には形態素 -vehに終わるか,あるいはその位置に入れ替わ り得る付属

形態素に終わる勤評表現 と,それに先行する名辞表現から成 りたつ ｡ これも丁寧な発話では名

辞表現と動辞表現の問に休止がおかれる｡

等 式 文

りahl主h♯名辞表現 ♯<私は･･--である>

りahlもh♯1dhhtlhsihtsh5hく/私はラフ ･シ人である>

この 1主h は,主格を示す助辞であり,それをともなわない qah♯ldhhtlhsihtsh5hで も

等式文は成 りたち,また文の終 りに -phEh-vehを加えて,

qah♯1dhhbhsihtsh5hphEh-veh

りahlEh♯labhtlhsihtsh5hphEh-vehで も成 りたつ.(この -phEh-vehは, ビルマ

語の phrac-se/phyitee/に該当する)

qahl主h♯名辞表現 mahE#<私は-･･-ではない>

qahl主h♯labhahsihtsh5hmahE♯く私はラフ ･シ人ではない>

この 1主h も肯定形式の場合 と同 じ扱いを受けるが,肯定形式の -phEh-vehは否定形式には

用いられず,-mahEが使われる｡これは,ビルマ語の -phyitteが,否定形式では -mahou?

に置き換えられる事実 とよく並行する｡
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この mahEは [mヲ 11hE:?11] の音声形式をとることが多いoノヽ

叙 述 文

りah♯動辞表現 (-veh)♯<私は-･･-する>

qah♯1ah-veh♯<私は来る>

ロah♯ma動辞表現 ♯<私は---しない>

gah♯malah♯<私は来ない>

等式文も叙述文も発問形式に換えるには,三つの手J煩がある｡

i)高い昇降型語調を加えるoii)肯定形式と否定形式をつづけて並べるoiii)発問助辞 1dh

または -1畠hを加える｡

i) ♯lahhdhsihtsh5h< ラフ ･シ人です>

- 1ahhdhsihtsh5h[451]< ラフ ･シ人ですか>

ii) - 1ahh血hsihtsh5hhEmahE<ラフ ･シ人ですか>

iii) -->1ahhtlhsihtsh5hldh<ラフ ･シ人ですか>

i) ♯lah一Veh<来る> - ♯lab-veh[451]<来るか>

ii) -- ♯labmalah く来るか>

iii) -- ♯labvehはh <来るか>

発問形式では phE-mahE とはならずに,hEmahEで あ る｡ ビルマ語の hou7mahou?

と並行する011ahは発問助辞であり,疑問辞を含む文にあらわれる -1丘h と補 い合 う関係に

たち,ビルマ語の -1a～-leと同じ分布を示 しているol丘hについてはあとで述べる｡

等式文の名辞表現の環境に入 り得る形態素を groupSの形態素, 叙述文の動辞表現の環境

に入 り得る形態素を groupV の形態素 とよぶことにする｡そ して qahの位置に替わり得る

形態素 も groupS,maに替わり得る形態素は,このほかには見出せないが,一Vehに替わり得

る形態素はいくつかあって,ma-,-vehとつぎに述べる別の一類をまとめて,groupEとする｡

ラフ ･シ語の形態素は,この 3類 groupS,groupV,groupE に大別できる｡

4. ラフ ･シ語で主格が 1主hによって表現されることは,うえにあげた諸例によってわか

るが,つぎのように,主格 <-は>,対格 <-を> の関係がもっぱら形態素の意味と語順に

よって理解させ られるときも多い｡

Subj.- Object- Pred･

gah♯ nえーts舌h d5h-V

te-veh

zak-k5h tuh-Ⅴ
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これらの例では objectは日本語の く-を> にあたる形態素に よって 明示され る ことがな

いが,つぎの

Subject Object

gah l主h♯ tsh5h-kh5h tha

Predicate

phEh-veh

私 は 盗人 を とらえる

のような例では,目的語は -tha<-を> によって明確にされている｡

この種の関係をあらわす形態素をあげると,つぎのようになる｡つまり叙述文の基本形式は,

つぎのように拡張され得る｡

i) りah(1主h)♯SthaV-veh

ii) りah(1主h)♯S16hV-veh

iii) I)ahl邑hS♯Ⅴ-veh

iv) t]ah(1主h)#S?ah-k丘hV-veh

i) りah(1Eh)♯kh孟tshihthate-veh

# ne tha tah k5h

く私 (は)--･を--･する=>

<私 (は)--から--する二>

く私 と---は--･する>

<私 (は)--より---である>

私 (は)この弓を作る｡

精霊を怖れるな｡

この thaは, 日本語の <-を> にあたるほかに,t]ah♯mih-kh5hthami h-veh<私は椅

子に坐 る>, Z5hthatahk6<彼に言うな>のように<･-に>に該当する場合 もある｡後者

は,ラフ ･シ人の考えでは,<椅子を坐 る>,<彼を言 う> として把握されて いるからであ

る｡なおまた thaは,m告hthatsE-veh<馬から落ちる> の例のように, 日本語の く-･か

ら> にもあたるが,これ もこの現実をラフ ･シ人は く馬を落ちる> と表現 したためである0

ii-a) t]ah(1主h)港kdhthEh16hlah-veh <私はバ ンコクから来た>

ii-b) 頭h(1主h)♯kdhthe.h16hkai-veh <私はバ ンコクへ行 く>

この 16h は出発点あるいは目的地の方向を 示す形態素であるために, 日本語の <-か ら>

と く-へ> の両方に該当する｡またつぎのような <-か ら> の意味にもあたる｡

ts含htshih♯ka16hte-veh< この酒は何か ら作ったか> これは, また <何において作っ

たか> と表現 されているとも考えられる.この 16hが,場所を示す 於格のはたらきを し,い

わゆる存在文において頻繁に見 られるからである｡

S音ts主?Sh-ka16hq益syEhkh主htshSh-veh <樹の枝に烏が 3羽 とまっている>

この 16hはさらに,kh5h-16h<-･の中に>,tha16h<･･･の上に>,75hh516h<-･の下に>,

pa16h<-のそばに> と複合 されるo

mとhtshankh5h-16hzをhtshSh-veh < メ-チャンの町には市場がある>

zghkh5-16hmihkh6htsh5h-veh <家の中には椅子がある>
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S言ts畠h?5h-h516h?5hp舌h-mahtsh5h-veh く樹の下には虫がいる>

iii) 頭hl孟hn5h♯kai-veh <私 とあなたは行 く>

gahlEhz5h♯lah-htlhtsh5h く二私 と彼はラフ人である>

1dh-hahtsh5h-ts畳hlEh?ah-khahtsh5h-ts怠h < ラフ族 とアカ族>

ラフ ･シ語では,日本語の く私はあなたと--する> に該当する表現は,く私 とあなたは-

-･する> として表現されることが多い｡

iv) 頭h?ahk丘hn5h?ah-sa?ui-veh <私よりあなたは年がいっている(歳が多い)>

この ?ah-k丘hは りmorethan''を意味 し,さらに程度が高い場合には ?ah-kもhlihlEh<-

-･よりずっと･--> の連続が認め られる｡ここで も,ラフ ･シ人は <私はあなたより･-->

というとらえ方を しないで,く私 よりあなたは･-･･二> と表現するのが普通である｡

ラフ ･シ語の属格 <-の>は,-vehで表現される｡補注2(p.34)

Ⅴ) SvehS♯Ⅴ-veh く･--･の---は--である>

S喜一ts畠hveh?5hka ♯ji-veh く (この)樹の枝は小さい二>

S音-ts昌hveh?Shpha♯nih-veh <(この)樹の葉は紅い>

これは複合 単語形式,S音-ts至h?5hk去,S音ItS至h ?5hphaに対立する構成であって,ラフ ･シ

語は,動詞につ く su托Ⅹ と genitiveを表現する sufBxが同 じ形式をもつ言語群 (ビルマ語,

アカ語など)に属 していることがわかる｡人称代名詞の属格などについてはのちに述べる｡(cf.

p.26)

以上の関係を表現する付属形態素をまとめると,つぎのようになる｡

-1Eh 主格 -tha 対格 -veh 属格

-1孟h 適格 -1bh 於格,従格

これらの形態素はすべて,さきに掲げた ma,-vehと同じ groupE に属させ る｡上掲の諸

例でわかるように,これらの形態素の意味職能は日本語の助辞 とも一致 しないし,ビルマ語の

助辞 とも違 っている｡たとえば, ラフ ･シ語の 同じ一つの -16h は, ビルマ語の kou<-･･･

･-へ>,kaくこ--から>,hmaく-･に> と対照される｡

LahuShi Burmese

mもhtshan-16hkai-veh:meichangouthwa-me <メ-チャン-行 く>

m主htshan116hlab-veh ･.mei-changdla-de <メ-チャンから来た>

m主htshankhうh-16hz音hts5h-vehl.

mei°hanmybutha-hmaz8i菖トde

<メーチャン (の町)に市場がある>

上にあげた叙述文 i)は,なお一つの補語を含んだ場合,つぎのように拡張される｡

24



西 田 :ラフ ･シ語の研究

vi) qah♯SthaSV-veh -二私は--.･に-.･-を-････するl>

頭h#qaZ主thalihb音hfEh-veh -=私 (は),私の母に,手紙 (を)雷き送るン

りah# りanahthalihk6tshihpih-veh 一私(は),私の弟に,この古物 (を)あげる′′

いわゆる直接補語には,特定の助辞がつかない｡

ここで動辞表現の受動形式について述べておきたい｡ラフ ･シ語には リス語 とは違って,は

っきりとした受動形式がある｡しかし,これはあまり使われず,あるいはビルマ語の影響のも

とに形成された表現形式である可能性 もある｡

主動形式 Subj.十Obj.(tha)+Ⅴ-veh

受動形式 Obj･+Subj+Ⅴ-vehtha+吉ahkhah-veh

qah♯n5hthad5-veh <私 (は)あなたを打つ二

nうh♯ 頭hd5-vehtha苫ahkhah-veh <あなた (は)私に打たれる二､

t]ah♯苫昌sahtsah-veh <私 (は)鶏肉をたべる∴

首孟sah♯ 頭htsah-vehtha首ahkhah-veh <苅肉 (は)私にたべられる二

主動形式から受動形式-の転換は,Subjectと Objectの語順を 置 き換 え,対 格助辞 tha

杏,動辞表現+付属形態素 -vehのあとに移 して,首よh(得る)khah(受ける)-vehを接続 して

作られる｡ 〔cf.Bur.yaitteく打つ> :?ayai?khan-ya-de<打たれる> khan (受ける)yb

(得る)〕

5. GroupSの形態素のうち,t]ah と直接交替する関係にある人称代名詞類は,つぎの体

系をもっているo

l) sg. りah pl. 頭h-hih

2) sg. nSh pl. nうh-hih

3) sg. Z5h pl. Z5h-hih

複数形式は,単数形式に,付属形態素 hihをつけて形成 される｡ラフ ･シ語では,ほかの

名辞表現にもこの hihがつけられて,複数範晴が成立する｡ただ,この hihは生物をあらわ

す形式のみにつけられて,無生物には使えない｡無生物には,mahが用いられるo

tsh5h<人> - tsh5hhih<人々二二>

古瓦-maく鶏> -首えーmahihく鶏 (pl十

S音tsEhく樹> - S音ts主hmahく樹 (pl.)>

また,この mdhは mahmah と重 複 され る ことも多いo s音tsEhmah-mahtshSh-veh

く多 くの樹がある>,(cf.Bur.1u"man"- 1udbu,1umja"men",Oippin"tree"- Oippin

mja,Oippinmjamja"trees'').

人称代名詞の双数形式はないが, 1人称 代名詞複数の包括形 として,頭hhihk孟p6e(私

たちすべて)を使 うことがある｡
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つぎに t)ah♯kante-veh<私は仕事をする> は,拍h?Sh-tbh♯kantと-veh<私 自身が仕

事をする> になる｡このあとの形式は,qah<私> と ?̂Dh-tbh<身体> からなる複合語であ

るが,これに該当する2人称, 3人称にはつぎの形式がある｡(cf.Lisu.ko-ddth,Bur.-kou-

dain"one'sself")

sg. (1) 頭h?Sh-tdh (2) n5h?51卜tbh (3) Z5h?5h-tbh

pl. (1) りabhih ?Sh-tbh (2) n5hhih?Sh-tbh (3) Z5hhih?Sh-tbh

等式文の基本型,Z5h♯tsh5hdah<彼はよい人間である> にあたる叙述文は,25h♯dah-

veh<彼はよい> である｡この文は, さらに Z5h一Veh♯dab-vehく彼 の ものはよい> にな

り得る｡この Z5h-vehにあたる人称形式は,つぎのどとくである｡

sg. (1) t]ah-veh (2) nSh-veh (3) Z5h-veh

pl. (1) qahhih-veh (2) nShhih-veh (3) 25hhih-veh

この -vehは,上述のようにほかの名辞表現と接合 して属格を示す助辞であった｡人称代名

詞の属格形は特別な形式で拡張されないことと,名辞表現につ く-vehには <-の> とく-の

もの> の二つの意味が含まれていることがわかる｡

6. ラフ ･シ語の指示詞の体系は,つぎのようになっている｡

sg. tshih 近称 76 遠称

pl. tshihtさhpha 近称 76tさhpha 遠称

ラフ ･シ語は,近称と遠称の 2種類であって,最遠称はない｡この形式が名辞表現を限定す

るときには,名辞表現のす ぐあとにおかれた｡(cf.p.38)

S音ts去h <樹> - S音ts畳htshih <この樹>

tsh5h <人> 一一 tsh5h?6 <あの人>

vd-tsをhtshih#pih-veh <この帽子は古い>

VGItSをh?6#s首h-veh <あの帽子は新 しい>

指示詞の基本形は,また場所を表現するときに -1ahがつけられる｡この 116hは,先に述

べた く-で> を意味する於格を示す形態素 と同じである｡

qah♯ tsh6h16hmih-veh <私はここに坐る>

qah♯ 7616hmih-veh <私はあそこに坐る>

t)ah♯ 76tsh6h16hmih-veh <私はずっとあっちに坐る>

ここでは,最遠称に類する形式が,近称と遠称の結合形としてでて くる.近称の形式は -16h

との結合では,tsh6h一に替わる｡これは, リス語で thiJua< ここ> よりも th6h-?ua<こ

こ> のほうがよく使われるのと似ている｡

<今年> tsihnihkh5は くこの ･年 ･歳> と分析 できる｡ したが って,ラフ ･シ語には

<この> は -tshih,tsih-,tsh6h-と3形式があって,補い合って分配 していることになる｡
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指示詞の基本形にも -vehが接続されて,く-のもの> を指す形式が構成される｡

tshih-veh♯ pih-veh くこれは古い>

?6-veh# S音h-veh <あれは新 しい二>

そのほか指示詞の基本形には -kとがつき得るotshihkとtと-veh< このようにする> 76kと

te-veh<あのようにする>0

人物,事物,時間,場所,数などの発問はつぎの形であらわされる｡

[人物] ?ah-stlh <誰> [事物] ahthbmah <何>

[時間] khah-thah <いつ> [場所] khah-1ah <どこ>

[数] khahmah <い くつ> [事由] ?ah-thotel丘h くなぜ二､

[様式] khahke <どのように>

これらの形式は,発問助詞 -1丘hをともなって,叙述文を構成するo

?ah-thomahl丘h <何ですか>, ?ah-sbhl丘h <誰ですか>

khahlahl丘h <どこですか>, khahmahvih-1丘h<どれ くらい遠いですか>,

khah-1ahkai-vehl去h<どこ-行 くのですか>,

この -1丘hは,上述の -1dh と補い合 う関係にたつ発問助詞である｡(cf.p.22)

[時間]の thまh,[場所]の 16h,[様式]の keを分離できるから,発問詞の基本形は,?ah-

shhく誰>,?ah-tho<どれ>, mAh<い くつ>, khah<何> の4種 になる (cf.リス語

?a-ma<誰>,?a一菖i<何>,?a-1iくどれ>,?a一mia<い くつ> :ビルマ語 ba<何>,bay

b仝<どれ>)0

7. 以上に述べた人称代名詞,指示詞,発問詞のほか,GroupSとしてまとめ得る単語は,

形式の上からつぎの 7類に分けることができる｡

(1)prefixあるいは sufhxをもたない形式,(2)prefix75h-をともなう形式,(3)pre缶Ⅹ

?ah-をともなう形式, (4)sufhx-ma,-paをともなう形式,(5)sumⅩ-mih,-paを ともな

う形式, (6)sufBx-nEhをともなう形式, (7)suffix-tahをともなう形式

つぎに各形式について説明を加える｡

(1) pre丘Ⅹあるいは su旅Ⅹをもたない形式

i) 1形態素から成る単語

tsih"tooth", khih"foot'' 頭h"fish''

Z含hHwineり Z呈hHhouse" kh孟 "crossbow"

ii) 2形態素から成る単語

hahlihHtongue" pah16"cheek" m6hkhuh"pot''

vik畠h Hclothes"
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iii) 3形態素から成る単語

1asihkGHnail" h丘hpihkh5hHforest''

pihgableh"spider"

4形態素からなる nahkh主hk且kdhHknee"は,おそらく nahkh主h と kak心h に分析

できる複合単語であろう｡

(2) pre丘Ⅹ?Sh-をともなう形式

さきに述べたように,pre丘Ⅹ75h-は く事物の名前あるいは事柄> を示す職能をもっている｡

?Sh-kh5h=voiceM ?5h-tbh〃breastり 75h-sah=fleshM

?5h-kh5h"year" 75h-m告h"beard"

また,状態をあらわす単語から事柄を示す単語を形成する場合に,この prefiⅩが使われる｡

nih-veh く赤い> -- 75h-nih く赤さ>

phih-veh く青い> - 75hphih <青さ>

phuh-veh<白い> - ?Shphuh<白さ>

(3) pre丘Ⅹ?ah-をともなう形式

この形式の単語には,かりに四つの範境をたてることができるが,厳密な分類ではない｡

i) 動物の名前,鳥類が多い｡

?ah-p畳h"duck'' ?ah-tse"eagle'' ?ah-pih"insect" ?ah-pBh"bee"

ii) 親属名称

?ah-ze"mother" ?ah-n孟h "youngerbrother" ?ah-pih"grandmother''

?ah-p古hHgrandfatherり

iii) 器物の名称

?ah-ts5h"umbrella" ?ah一首6"need le" ?ah-k5h"bottle"

?ah-t主h〃sword" ?ah-na"gun"

iv) そ の 他

?ah-mih〟fire" ?ah-S差 "age" ?ah-tsh血h"thorn'' ?ah-n孟h"disease"

prefiⅩ75h-と ?ah-の職能の違いは必ず しも明瞭ではない｡

(4) su氏Ⅹ-pah,-mah,-mihをともなう形式

-pahは,人間および動物一般の男性を示 し,-man,と -mihは補い合 って,一mahは人間

以外の動物の女性を,一mihは人間の女性をあらわす｡

i) -pah:-mah.

首えーpah <雄鶏>

va-pah く:雄豚>

m舌h-pah <雄馬>
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li) -pan:一mih

zah-pah <息子> zah-mih <娘>

?5h-h〇-?丘hpah <孫> 75h-hっ-?丘hmih <孫娘>

salahpah<男教師> に対する salahmah<女教師> は,ビルマ語からの借用であろ

う｡

男性を示す -pah は,つぎのような連続で もあらわれる｡

tihmihte-veh<耕す> - tihmihtと-pahtsh5h<百姓>

takahtと-veh<商売する> - takahtと-pahtsh5h<商売人>

(5) sufもⅩ-nEhをともな う形式

nEh は本来 <小さい> を意味するが,名辞表現に接尾 して指小形式 (diminutive)を構成

する｡

r]克く烏> - 口蓋-nEh<小鳥> m苦く草> 一 m昔nEh<小さい草>

phihく二犬> - phihnEh<小犬二> m5<猿二> - mSnEh<小猿>

tまhkdh<箱> 一一 tahktlhnEh<小箱> ?ah-k5h<瓶> -- ?ah-k5hnEh<小瓶>

(6) sufhx-tahをともなう形式

この suffixが,動辞表現 Ⅴ-veh形式の -veh の位 置に換わ って,その行為に用いる道具

を示すことは,すでに例をあげた (p.20)｡そのほかに,いわゆる動名詞を構成する職能があ

る｡

lah-veh<来る> - 1ah-tGhdah-veh<来ることはよい>

kai-veh<行 く> - kai-tabdah-veh<行 くことはよい>

動作を表現する単語と状態を表現する単語は, ラフ ･シ語ではよく似た職能をもっている｡

たとえば, 1ah-veh- 1ah-vehtsh5h<来る人>

dah-veh一一 dah-vehtsh5h<好い人>

そのため,この二つを共に動辞表現 として扱 った｡ しか し,それを名辞表現に転換するときに

は,状態をあらわすほうは,上述のように 75h-を前接 して,dah-vehから 75h-dah(よいこ

と)を構成 し,動作をあらわすほうは,この sufhx-tahを接尾 して 1ah-tah<来ること二> を

構成 した｡ この点で,状態 と動作の形態素の職能は相違 している｡

(7) su昂Ⅹ-?Ehをともな う形式

上述の Su氏Ⅹ-nEh とともに,この -?Eh<愛 くるしい ?> も指小形式を構成する｡

Z5hく二羊> - Z5h?丘h<小芋> のような例のほかは,指小形式でない形式が使われないと

ころに特徴がある｡
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?Sh-b〇一?去h<部屋>,75h-h〇-?丘h<孫>,nah一mlhkh〇一稚h<ね こ>O これは,指小形式

に対立 してむしろ表愛形式というべきかもしれない｡

8. GroupSの単語の中で,はっきりとした体系をもっものに数詞がある｡ラフ ･シ語の数

詞はつぎの形式をもっている｡

1 t色mah

4 75hl丘h

7 Sをhmah

lO t台tshih

13 tshihsもh

16 tshihkh〇

19 tshihk5h

40 75htshih

70 S%htshih

lOO tihhah

ラフ ･シ語の数詞は,

2 nihmah

5 1]ahmah

8 hihmah

ll tshiht台

14 tshih75h

17 tshihssh

20 nihtsh主h

50 頭htshih

80 hihtshih

3 S主hl丘h

6 kh〇mah

9 k5hl丘h

12 tshihnib

15 tshihg畠h

18 tshihhih

30 S主htshih

60 kh〇tshih

90 k5htshih

1,000 tihhi 10,000 tihtshihh王

リス語などと同じく,10進法をとり,たとえば 12は 10+2のどとく,

上位の桁と下位の桁の数詞が直接に連結 して,その間に別の形態素は挿入されない.1には te

と tihの2形式があり,10には声調の違 う tshihと tshihがある｡ しかし,これらは同じ環

境には用いられず, ti九,tshih の分配範 囲は ご く限定されている｡ tihは, 100, 1,000,

10,000に限られ, tshihは先行する形態素が低平型声調をとるときにのみあらわれる｡ した

がって,t色,と tih,tshihと tshihは allomorph として認めてよいO補注1(p.39)

ラフ ･シ語の序数詞は,この基本数詞から構成されることなく,ビルマ語から (本来はパー

リ語)の借用形式によってあらわされる｡

1st patama(Bur.pathama), 2nd tutiya(Bur.dhtiya),

3rd tatiya(Bur.tatiya), 4th satuta(Bur.sadou?tha),

5th pisama(Bur.pyinsama), 6th sathama(Bur.satha),

7th dathama(Bur.OattAma). 8th ?ahthama(Bur.athama),

9th mavama(Bur.nawama), 10th dathama(Bur.daOAma)

そのほか数詞に関連 した表現につぎの形がある｡[分数]---分の--･ --p〇-･-p5

与nihp5tep5.i s主hp5tep5,i uahp5 tep5,忘 tihhahp5tとp5,

品 tihhahp5榊 p5

[加算]････-+ ･･-･･---･･ ･--1丘h--#････- 1+1-2 t61払 te♯nib
′ヽ

2+2-4 nihlEhnih#?うh-1丘h
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[減算]-.･･------♯-･･･znhbah♯- ;10-5-5 tetshih♯t]dhzGhbah♯頭h

[乗算]---×.･･--･--拝-p5♯--･:10×2-20 tetshih♯nihp5♯nihtshih

[除算]--÷----･-･- --tha---tsah#--

10÷2-5 tetshihthanihtsah♯t]ah

ラフ ･シ語には,西欧方式が入 って,七曜が使われる｡ 日曜 日を始めとして,漢語のように

月曜 日以下 には数詞が加えられる｡

1週間 tesi(2週間 nihsi3週間 S主hsY)

日曜 日 sinib, 月曜 日 sipGhtenih 火曜 日 svlpahnihnih,

水曜 日 sipahsとhnih, 木曜 日 sipah?うhnih, 金曜 日 sipah頭hnth

土曜 日 sipGhkh〇nih

si･･･nihの問に pah+ 数詞が挿入 されるo この pGhは <第-･> の意味であろうか｡

分一時間はビルマ語からの借用形である｡

1分 t6mini(Bur.tamani?),1時 間 tenali(Bur.tanayi),1日 tenih,

1カ月 tehahpdh,1年 tekh5

長さの単位には 75h-1dhが使われる.tと1ah< 1マイル>,tbhahldh<100マイル>

重 さの単位には,mats5e と pdh,mi,S孟hが使われる｡tbtsSe<1viss>,nihtsSe<2

viss>,t台pah<1.5kg> -lo情- temyl<15kg>-lo悟-t台svEh<150kg>

名辞表現が数詞をともな う場合,必ず範噴詞が要求 される｡ しか し, ラフ ･シ語の範噴詞は

種類が少な く,つ ぎの 3種類に限 られる｡

gdh <人間に対 して>

khEhく人間以外の動物に対 して> ‡生物

tsh5htbgah<人一人>

phihtekhEh<犬一匹>

mah くその他に対 してこ> 無生物 m舌hkihtemah<星一つ>

この例のように,S一数詞一範噴詞の順序に並べ られる｡なお,この範噴詞が 頭htegah

kai-veh<私一人で行 く>,tsbh16htegahmahtshSh< ここには誰 (-1人)もいない>

のような表現にも使われる｡

9. 叙述文を構成する勤評表現の基本型は,groupV-vehであった｡ この基本型 Ⅴ-vehに

替わ り得る動辞表現の形式は,つ ぎの 2)以下である｡

1) 基本型 Ⅴ-veh:その否定形式は,上渇のごとく mah-Ⅴ である｡

頭h♯tshをh-veh<私は洗 う> 幽h♯mahtsh舌h<私は洗わない>

℃ah♯kai-veh <私は行 く> 頭h♯mahkai <私 は行かない>

頭h♯ts畠h-veh <私は食べる> 頭h♯mah-tsah <私は食べない>

2) Ⅴ-pe-veh:基本形 Ⅴ-vehに対する完了態を示す形式Oその否定形式は mahV-peであ
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る｡1ah-veh<来る>,lab-pe-veh<来た>,mahlah-pe<来なかった>｡りah‡1ihk6苫〇h-

pとh主h<私は書物を読みおえてから･･･>O?5h,k6-pe-vehくああ,言いました>,mahk6-pe

<言わなかった> (cf.Bur.-pi"perfectivemode")｡

3) Ⅴ-tuh-zah:基本形 Ⅴ-vehに対 して未来時称を示す形式である｡その否定形式は mah

V-tuhz6hである.1ah-veh<来る>,1ah-tuh-zbh<来 るで しょう>.mah lah-tub-zbh

<来ないでしょう>.りah♯nえth〇h/k包ituhzbh<私は病気だけれど,行 くでしょう>.

4) Ⅴ一首ah-veh:基本形 Ⅴ一Vehに対する可能態を示す形式｡その否定形式は Ⅴ-mah-苫ah-

vehである｡

醸h#tsa-mBhtha/d5首ah-veh<私は虎を打ち得る>.d5mah一首ah-veh<打ち得ない>

gah♯p舌h-由h-veh<私は背負 い得 る>.p%hmah首ah<背負 えない>｡nSh♯1ahhhh

sihkh5h/k6-吉ah-veh<あなたは ラフ ･シ語を話せる>.k6-mah一首ah<話せ ない>.(Cf･

Bur-yA<-ra,LisuV-ku去-?ah).

この V-首ahに替わって,Ⅴ-phEhを使 うこともできる.d5phEhく打てる>,mahd5phEh

<打てない> (技術的に),d5mahphEh<打つことが出来ない> (ほかの理由で)｡しかし,

インフォーマントは,Ⅴ一首ahのほうをよく用いた.

5) Ⅴ一首ah-veh:基本形式 Ⅴ-vehに対する厩望態を示す形式.その否定形式はmahV一首ah-

vehである｡

gah♯tshihketと一首畠h-veh<私は,このようにするのを望む>,tshihkとmahte一首ah-veh

< このようにするのを望まない>｡ k6首ah-veh<話 したい>｡mahk6苫ah-veh<話した く

ない>O?5htsah一首ah-veh<ご飯をたべたい>o

可能態と願望態は,否定形式で否定助辞 mahが対照的な位置におかれる｡

可能態否定 75htsahmah首ah <ご飯をたべられない>

願望態否定 75hmahtsah首ah-veh<ご飯をたべた くない>

nihmah首ah <見れない>

mahnih首ah-veh <見た くない>

6) Ⅴ-ts苫h-veh:基本形 Ⅴ-vehに対する使役態を示す形式,その否定形式は mahV-tsちh

である｡

nih-veh<起きる>. n舌h-ts苫h-veh<起こす>omahnをh-tsちh<起こさない>｡

mih-veh<坐る>. ()ah♯ nStha/mih-tsちh-veh<私 はあなたを坐 らせる>(cf･Bur･

Ⅴ-sei"causative",LisuV-kji)0

7) mahV-se:基本形式 Ⅴ-vehに対する未然態 (まだ-していない)を示す形式｡

Z6h♯kai-veh<あの人は行 く>｡Z6h♯mahkaise<あの人はまだ行かない>｡Z6h♯k6-

veh<あの人は話す>｡Z6h♯mahk6-se<あの人はまだ話 していない>｡その発問形式は
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-1dh をつけて構成 されるo z6h♯mahk畠i-se-1ah<あの人は まだ行 って いませんか>｡

Z6h♯mahk6-se-1dh<あの人は まだ話 していませんか> (cf.Bur.maV OeiphG,Lisu

mahV-he).

8) Ⅴ-dz5h-veh:基本形式 Ⅴ-vehに対 して,過 去の経験 (･･･したことがある) を示す 形

式｡その否定形式は mahV-dz5h または V mahdzうhであらわされる.

uah♯ktlhtheh/kaidz5h-veh<私はバ ンコクに行 ったことがある>,kaimahdz5hまた

は mahkaidzうh<行 った ことがない>.tshah16h♯lahdzうhveh< ここに来たことがあ

る>,labmahdz5h～ mahlahdzうh<来たことがない>｡(cf.LisuV-ts6h-?ah)

9) Ⅴ-th5h:基本形式 V-vehに対 して,責任を示す形式 (まさに-すべきだ(oughtto)).

その否定形式は,V mah-th5hである｡

zahnib/qah#kaith5h<きょう,私は行 くべきである>｡

zahnih/qah♯mahkaith5h<きょう,私 は行 くべきでない>｡

zahnib/頭h♯苫昌sahmahtsまhth5h<きょう,私は鶏肉を食べるべきではない>o

k昌hth5h<必ず> の th5hと同じ形態素であろう (cf.Bur.-td<-t〇3)Oあとであげる <-だ

が>-thうh と対照される (cf.Bur.-00-16)｡

10) Ⅴ-tG:基本形式 Ⅴ-vehに対 して,義務を示す形式 (-せねばならない)Oその否定形

式は mahV-tGである.

殖h♯kaitG<私は行かねばならない>,I)ah#mahkaita<私は行 ってはならない>,

r)ah♯k6tG<私は話さねばな らない>,pah♯1ihb含htG<私は字を書かねばならない>｡

ll) tab-Ⅴ:基本形式 Ⅴ-vehに対 して禁止を示す形式 (-するなかれ).

tahkai<行 くな>, tahk6<言 うな>, Z5hthatahk6<あの人に言 うな>, n台tha

tahk5h <精霊を惰れるな> (cf.Lisuthah-Ⅴ)｡

12) Ⅴ-1bh:基本形式 Ⅴ-vehに対 して命令形式を作る｡d5-veh<打っ>-- d5-16h<打て>,

h主h,1ah-1bh<おい,来なさい>,n5h♯75htbhkai-1bh<あなたは 自分で 行 きなさい>,

n5hsihk6,k6-16h<あなたは知 っていたなら言いなさい>, 76-veh qahthaztlhlabpih

lbhくそれを私のところに もって来て下 さい>

つぎのように -1bhをともなわないで,-Ⅴ 単独で命令形式を構成する場合 もあるo

hahnak6<速 く話せ>,hÅhnab含h<速 く書け>,?ahdzedzek6<ゆっくり話せ>.

13) Ⅴ-tshE-veh:基本形式 Ⅴ-veに対 して複数表現を構成する｡

殖h♯1ah-veh<私が来る>,頭h-hih頭hgAh#1ah-tshE-veh<私 た ち 5人が来る>,

n5h♯kai-veh<あなたは行 く>,n5hhih♯k畠itshE-veh<あなたたちが行 く>.

主語の複数形式 と相応 じて,動作を示す動辞表現は -tshE-vehをともない得る｡ しか し,

これは義務形式ではない｡ちょうどビルマ語の -･tbu･･･cadeの表現形式 と並行する｡(cf.Bur.
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cundo･1ade<私が来る> - cundodbulacade<私たちが来る>)

14) Ⅴ-tsh丘h-veh:基本形式 Ⅴ-vehに対する持続態を示す形式oその否定形式は mahV-

tsh丘h-vehである｡

nih-veh<見る>,nih-tsh丘h-veh<見ている>,mahnib-tshもh<見ていない>on5h♯

n舌h-tsh丘h-vehlah<あなたは起きていますか ?>

(動辞の複数表現 -tshEは,ビルマ語 -ca< kra3 にあたったが,この持続態 tsh丘hは,

ビルマ語 ca-< kra-"tobelongindoing"に該当する｡)

15) Ⅴ-tha:基本形式 Ⅴ-vehに対 して,完成態を示す形式 (-してしまった)｡その否定

形式は,mahV-thaである｡

℃ah♯pShkaithaく私は以前に行 っていました>

mahkaitha <行 っていません>

16) Ⅴ-mahV:基本形式 Ⅴ-vehに対する発問形式を示す0-1ah発問助辞を挿入 した Ⅴ-

1dhmahV-1ahの形式をとる場合 もある｡

sih-veh<知る>,sihmahsih<知っているか>,sihldhmahsihlah<知っているか>,

kaimahkai-kailahmahkailah<行きますか>,首ahmah苫ah<できますか>｡

17) Ⅴ-tab:基本形式 Ⅴ-vehに対 して,動名詞形 (-･-であるのは,･--ことは,--あ

るもの)を作る｡(cf.p.20)

Z5h♯1ah-veh,<あの人が来る>｡Z5h♯1ah-tGh♯dabdzah-veh<あの人が来ることは,

大へんよろしい>,kih-veh<入れる> kih-tGh?6-16htshSh-veh<入れるものは,あそこに

ある>｡

18) Ⅴ-da-veh:基本形式 Ⅴ-vehに対 して,その相互形を示す形式 (互いに･･････する)｡

d5-d畠-veh<互いに打ち合 う>,kh〇一da-veh<まぜ合わす>,zah-da-veh<けんかする>.

phtlh-da-veh<出会 う>,ph5nda-veh<互いに考える>o

なお,このほかにも,基本形式から作られる種々の職能形式を抽出することができるであろ

う｡

ラフ ･シ語の複文では,従属文はつねに主文の前に置かれる｡主従複文において,従属文の

動辞表現にあらわれる形式をつぎにあげよう｡

1) Ⅴ-1主h,:主文の行為,状態がおこった理由を示す形式 (因果句)0

?ahmihnih/m舌hz紬-1ah-1主h/蕗hmahkai-veh<昨日,雨が降ってきたために,私は

行かなかった>

libk6htshihmahdah-1Eh/qahmahvih-veh<この書物はよくないために,私は買わ

ない>

2) Ⅴ-k6,:主文の行為,状態がおこる条件,あるいは仮定を示す形式 (条件匂)｡
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S5h-pうhn5htsh丘hsahk6/1ah-1ah<明 目,天気がよければ,来て下 さい>

舶hnahk6/mahkai<私が病気であれば,行かない>

りahmahhEhk6/I)ahzahkai-veh<私でなければ,私の子供が行きます>｡

この -k6は,<話す> k6-veh と同じ形態素であり,ラフ ･シ語 も漢語や タイ語と並行 し

た表現法をとっている0

3) Ⅴ-thうh,:従属文の状態と反対あるいは譲歩 した形で,主文の行為 ･状態が おこることを

示す (譲歩句)0

頭hnahthうh/kaituhdz5<私は病気だけれども行きましょう>,

hうhdzahthうh/pをh首ah-veh<大-ん重いけれども,背負 って行ける>

13hdzahth5h/p舌hmah苫ah<大-ん軽いけれど,背負って行けない>O25'

10. 連動式 groupV の単語に,同じく groupVの単語が結び付いて,二つの連続 した動

作あるいは主要形態素のあらわす動作の趨勢方向を示すことがある｡結び付 く形式は,つぎの

く:行 く> <来る> の意味をもっ形式が もっともよく使われる｡Ⅴ-lab-vehく二-して来る>,

Ⅴ-kaトveh<-･して行 く>O

苫ih-veh<走る> : 首ih-1ah-veh<走って来る>,苫ih-kai-veh<走って行 く>o

lah-veh<入る> : 1Gh-1ah-veh<入って くる>,1Gh-kai-veh<入ってい く>o

tse-veh<落ちる> :tse-1ah-veh<落ちて くる>,tse-kai-veh<落ちてい く二㌔

zah-veh< もつ>に対 して,zGh-1ah-veh< もって来る>,zGh-kえi-veh< もってい く> は

あとに結合される形式の相違によって表現される.その否定形式は xzahmahlahで はな く

て,mahzGh-lab,mahzahkaiである｡

もちろん GroupVの形態素の性格によって,結び付き得る形式が限定されるのも当然であ

るogah-1ah-veh<到来する> はあり得 るが,×gah-kai-vehはない.m占h-kai-vehく消え去

る> はあるが,×m丘h-1ah-vehはない｡

これらの連動形式 Ⅴ-1ah-veh,Ⅴ-kai-vehはそのいずれかあるいは双方が,基本形式 Ⅴ-veh

と並存する点にも特徴がある｡

このほか,上述の zah-veh<とる> が 苫ah-zGh-veh<受け取る> に包含されるように,

Ⅴ-V2-Vehの結合形式の V2-の位置にたち得る形態素 として,-t5-,-nih一,-tah-,-bah-を

とり出すことも可能である｡

25) そのほかに,つぎの形式を補っておきたい｡

11ト ー1し く-･も･･･も>:dまhvehlitsĥ3h,mahdまhlitsĥ3h<好いのもあるし,悪いのもある>
〉

-kah<-や ･->:ndhktahm去hkhahpoetsらhlらhtshSh-veh<牛や馬やすべてここにありま

す> -1Eh--1Eh-<･･･ずつ>:tSh5htegahlEhlとh/1ikate一malthlEhtsĥDh-veh<一人

につき書物一冊ずつもっている>
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Zもh-t5-veh<引き出す>,n昌一t5-veh<暗 くなる>,za-t5lVeh<恥ずか しくなる>｡ この

-t5-は t5-veh<出す,出る> (t5-kai-veh<出てい く>)と同じ形態素である｡nab-nih-veh

<尋ねる>,d5h-nih-veh<考える> の -nib- は く見 る> の意味であり, <尋ねてみる>

<考えてみる>にちょうどあたる｡

k丘h-tab-veh<掛ける> th〇h-tah-veh<ねらう>

n芭h-tab-veh< くっつける> tsah-tab-veh<集める>

この -tah-ほ tah-veh<置 く> と同じ形態素である.k5h-bah-veh<脱ぎはらう>,si-bah-

veh<拭いはらう> の bah-vehは <放す,投げる> と同じ形態素である.

そのほかに,b令h-feh-veh<書 き送る> の feh-veh<送 る> とか d5-p主h-veh<打ち殺

す>の p主h-vehなどに見 られる動辞表現の複合形式が考えられるが,ここではあげない｡

ll. ラフ ･シ語の grOupV の単語の 中で, 自動詞 と他動詞の 区別が,音素形式の一部の

みに対立を もつ二つの形態素で示されることはまれで,つぎのような構成で表現されることが

多い｡

1) k5-veh <恐ろしい> th邑h-veh <折れる>

2) t昌一k5-veh <恐れる> り5-th丘-veh<折る>

1) S普ts邑♯k5h-veh <木が曲る>

2) qah♯S音ts怠thaq5-k5h-veh <私は木を曲げる>

自動詞 と他動詞が,たとえば tsh昌一veh<切れる> と t5h-veh<切る>のように,互いに関

連のない音素形式をもつ2形態素で分割 して表現される例 もあるが,つぎのように二つの形態

素の一部の音素の対立が自動 と他動 といった職能の違いをになっている例 もある｡

unasp.intr. tse-veh <落ちる> ts音h-veh <尖る>

asp.tr. tshe-veh<落 とす> tsh昔h-veh<尖らす>

この種の例はごく限られた数 しかない｡

ph丘h-veh<解 く> tsと山一veh<食べる>

phもh-veh<結ぶ> tsah-veh<餌をやる>

jih-veh <小さい>

?ih-veh <大きい>

初頭音の性格や声調の違いが対立 した意味の差異をになっている事実は,この系統の言葉の

重要な特徴 と一致する｡

12. 限定関係 groupSの形態素が groupSの形態素を 限定 するときには,上に述べた

数詞+範暗詞 および S+指示詞 によるほかは,必ず限定一被限定 (S一一S)に並べ られる｡

?ShsIh- ?5h首Th (果物 一 汁)<果汁>

nuh - ts心h苫ih (午 - 乳)<牛乳>
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nap音 - kih-tGh (耳 - 掛けるもの)<耳環>

?GpTh - n孟h (腹 - 病気)<腹痛>

限定詞が Sgroupの うち,人称代名詞で ある場合には,りahく私>, n5h<あなた> に

替わ って,異形態 Oa,n5があらわれる.

pap畠h <私の父> n5Z昌h <あなたの家>

r)aze <私の母> nうpdh <あなたの父>

この りa-,n5-は上述の りah-vehく私の>,n5h-veh<あなたの> とは職能の上では等 し

くない. とい うのは,xt)ah-vehpdhは可能ではな く,I)ah-vehは必ず ?ah-p畠hを ともなうo

りapah:pah-veh?ah-pdh.このように親属名詞は qa,n5形式 と連続する以外では,qah-veh

nSh-vehを含めてすべて ?ah-,75h一接頭辞をとる｡ しか し,事物をあらわす名辞表現の場合

には,gaz畠h<私 ･家> で も,gah-vehz邑h<私の家> で も共に許されるo

t]anuh15h - qah-vehnuh15h <私の牛車>

りat畠hk6h - qah-vehtahk6h <私の箱>

りaS首ts主h - qah-vehs音-ts呈h <私の樹>

したがって,親属名詞に前接 される ?ah-,75h- と,その ほかの Sgroupの単語に あらわ

れる ?ah-75h- とはこの点で異なっているといえる｡

これに対 して,grollpSの形態素が groupV の形態素に限定されるときには,S- Ⅴ と

して 被限定 + 限定 の順に並べられるか,または Ⅴ-vehSとなって 限定 + 被限定の順を

とるかのいずれで もあり得る｡

tsh5h- dab (dab-veh)

tsh5h一 m5h(m5h-veh)

tsh5h一 癖h(¥tlh-veh)

m舌h-veh→ tsh5h

mahmをh-veh→ tsh5h

?ah-S畠jih-veh- tsh5h

GroupV の形態素が groupS

(人間 - 良い)

(人間 - 午寄る)

(人間 - 気狂い)

(〔背が〕高い - 人間)

(否定 ･〔背が〕高い - 人間)

(歳 ･小さい - 人間)

の形態素に限定 されるときには,

の順序を とる｡

t6-ma→ kai-veh

sとh-p〇hう ーsh舌h-veh

teth5ht畠thうh→ tsah-veh

tbhahtehah→ tsまh-veh

tとnihtenih-うtSah-veh

(一度 - 行 く)

(3回 - 洗 う)

(一口一口 - 食べる)

(毎晩毎晩 - 食べる)

(毎 日毎 日 -→ 食べる)

く良い人>

く年寄 りの人>

く気狂いの人>

く背の高い人>

く背の高 くない人>

く年少の人>

限定 ･被限定 (S-Ⅴ)

<一度行 く>

く 3回洗 う>

<一口一口食べる>

く毎晩毎晩食べる>

く毎 日毎 日食べる>
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ただ,dzAh<たいへん> は groupV の単語のあとに置かれる｡ dab-dzah-veh<たい-

んよろしい>であって Xdzahdah-veh とはならないO

動辞表現を限定する単語 として,つ ぎの形式がある｡いずれ も被限定詞に先行する｡

khahp丘h< もっとも,多 くの>

khahdEh<よ く>

khahp6e<すべて>

khAhthahka<いつ も>

?5h紳hs音h<あとで>

t台p5htih<います ぐ>

kもhth5h<必ず>

kShk6<再び>

khahpfh- dah-veh< もっともよい>

khand皇h - s呈h-vehくよ く知 っている>

khえhp6e- dz5h-vehくすべて もっている>

khahthahka→ Z合一veh<いつ もねている>

?5h紳hsをh- 1ah-veh<まもな く来ます>

t色p5htih- lah-veh<います ぐ来ます>

k主hth5h- 1ah-veh<必ず来ます:>

k5hk6- 1ahtuhzbh<再び来ま しょう>

これ らの限定 ･被限定の関係が もっと拡張され,上述の関係が組み合わさったときには,た

とえば < この一人の若い人間>,<あの一匹の白い犬> は,それぞれつ ぎのように並べ られるO

この人間 一人の人間 良い人間 若い人間

S→ S Sー S Sー V Sー Ⅴ

Ⅴ → S V → S

tsh5h-tshih tshうhtegab tsh5h-dah tsh5h-hah

dab-vehtsh5h h益h-vehtsh5h

V → Sー Ⅴ ー S←-S

dah-vehtsh5hh左h tshihtegah < この一人の若い良い人間>

あの犬 一匹の犬 白い犬 大 きい犬

Sー S Sー S Sー V Sー Ⅴ

Ⅴ → S V → S

phihJa phihtbkhEh phih-phuh phih?ih

phuh-vehphih ?ih-vehphih

V → Sー Ⅴ ー Sー S

?ih-vehphihphuh?6tekhEh<あの一匹の大 きい白い犬>

あ と が き

以上,ラフ ･シ語の音素構造および文法体系について基本的な事柄を記述 した｡ しか し,餐

料に制限されて,不備な点が多 くのこった｡ ここでは用いることができなかった数編の物語 は,

本稿の記述の不備を,近い将来補 うであろう｡

本稿 は,まえに発表 した ｢リス語の研究｣ と概略一致する構成を もって書いた｡その結果は,
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両者 の特徴を容易に引き比べ ることを可能 にす るであろ うし,わた しの構想の うち,第 3段階

として取 り上げ る ｢ラフ ･リス語比較文法｣ に先 だっ記述 として多 くの利点がある｡

言葉 の記述はい くらで も精細 にす ることがで きる｡ しか し大切な事柄 は,その精細 さ自体に

あるのではな くて,その言葉の構造上の枠づ けをいかに うま くくみ とっているかにある｡その

言葉 の もっ枠づけが,言葉の一般類型か らみて い かなる価値を もつ ものであるのか,新 しいパ

ター ンを提供す るかど うか,音声現象に何かほかの言葉にない ものを もっているか ど うか,そ

れ らの点で個 々の言葉の記述に興味を もつべ きであ り,その点で個 々の言葉の記述が一般言語

学 に貢献す るべ き性格を具えなければな らない｡

〔補注 1〕(p.19) ロロ ･ビルマ語系の言語が全般的に音節高声調体系から単語高声調体系に移行しつ

つあるのではないかという発問を,筆者はアカ語とラフ･シ語に認められる現象から提出したい｡

この事柄は,日本語を特徴づける単語高声調体系がもともとの音節高声調体系から発展した可能

性を示唆している｡

しかし一方では,このことは,ラフ･シ語とラフ･ナ語の声調の対応関係の発見に少 し厄介な問題

をも提供するO両者の間で例外的な対応関係を示す単語は,共通形式の声調が一致しなかったため

なのか,あるいは共に音節としては同じ声調類に属していたが,ラフ ･シ語またはラフ･ナ語にお

いて,単語高声調の様式に統一される過程で個別的な変調が起こったのかを検討する必要が加わっ

て くるからである｡この問題は,別稿 ｢ラフ語比較文法｣において論じたい｡

〔補注 2〕(p.24) 動詞につ く接尾辞と属格を示す接尾辞が,同形式であるか否かは,チベット･ビル

マ語系の言語を類型に分ける一つの基準になる｡ラフ語は,同じ形式であらわす言語類型の代表的

な言葉である｡そのほかアカ語,ビス語,ビルマ語なども同じ類型に属する｡

⊂補注3〕(p.30) ラフ･シ語の数詞 (ラフ･ナ語も同様)は,2音節形式をとって,形態素 -mahまたは

-1もhを接尾する｡これは,アカ語やビルマ語に対するラフ語の特徴的な性格を示 している｡Imah

は,あるいは無生物につけられる範噴詞 -mahの巽形態素であるかもわからない｡ しかし,3と

4と9にのみなぜ 1昌hがつけられるのかは,明らかではない (ラフ･ナ語ではすべて -mahがつけ

られる)o数詞 1から9までの核形態素 は, したがって,t6-,nih一,S主h-,?らh-,gah-,kh〇一,

S言h,-hih一,k3h-である｡
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